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表紙絵のお問合せ〔アトリエ ナオキ　Tel 048（686）3509〕

「民生委員・児童委員の声」
羽生市南部地区
民生委員・児童委員協議会

江原 洋子

県民児協の予定平成27年
　民生委員が日頃の活動の中で思ったこと、知って欲しいことなどを広く一般県民の
方々に知ってもらうためのものです。
　会員の皆さん奮ってご投稿くださいますようお願いいたします。

〒330-0075
さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人埼玉県
民生委員・児童委員協議会
広報係宛

１ 民生委員・児童委員活動に関することであれば 内容は自由です。
２ 原稿は、８００字以内とする。
３ 応募は１人１任期中１回限りとする。
４ 掲載は毎号１人とし、投稿者氏名及び市町村   
　名を掲載する。
５ 発行月の２ヶ月前までにご応募いただいた原稿   
の中から、広報委員会で選考のうえ掲載する。
 なお、加筆・修正等をする場合があるので、住所・
 電話番号を必ず明記のうえご投稿ください。
６ 投稿された原稿は返却しません。

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提出先提出先

（吉川市　石倉 尚美）

編集後記
　今年の冬は特別寒くて訪問活動も儘ならなかったのではと思いま

す。これからは一雨ごとに木の芽や草の芽がのび、一年で最も美しい季

節になり嬉しい限りです。五月には民生委員のPR活動がはじまり、毎号

紙面を通じて各々の地域の様子が報告されていますので参考にしなが

らPRカードを活用し、一人でも多くの方に民生委員の事をお知らせし

理解していただけますよう一日一日を大切にしていきたいと思います。

※【民生委員・児童委員の声】募集要領
14日

14日

17日

22日

24日

正副会長会議

主任児童委員会

監事会

総務委員会

男女共同参画推進部会　常任委員会

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

44

11日

12日

12～18日

14日

18日

22日

26日

27日

29日

第132回理事会

民生委員・児童委員の日

民生委員・児童委員活動強化週間

福祉相談事業委員会

高齢者対策委員会

児童対策委員会

第136回定時評議員会

広報委員会

生活福祉対策委員会

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

55

2日

5日

11日

15日

25～26日

彩の国すこやか会（OB会）幹事会

男女共同参画推進部会

県大会準備委員会（第1回）

第22期指定民児協活動連絡会

関東ブロック民生委員児童委員活動研究協議会

さいたま市内

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

長野県軽井沢町

66

　新任民生委員に委嘱され1年4ヵ月。何もかも初めてのことで驚愕することの連続でしたが、各種研修会に参加さ
せて頂くことによって、牛歩の如く、今、自分が担当として果たすべき役割を自覚しつつあります。
　まず、手始めは、自分の住む地域の現状を把握することだと思いました。我が地区の会長さんは僧侶をしていて、
いつも穏やかに優しくアドバイスをして下さり、その声かけを受け、片意地張らず、欲張らず一歩一歩を大切にして、
動き始めました。それは、広い地域を担当する立場から、地図を片手に、特に乳幼児・高齢者・障害のある人の住居
を調べ、自分の足で知ることからのスタートでした。
　地域内を風を切り自転車で廻ってみると、今までは知り得なかったことを改めて知ることができ、毎日が驚きの連
続でした。
　思わず目を覆いたくなるような現実にも遭遇することもありました。非常に老朽化した家屋での独り暮らしで、誰に
も頑なに援助を求めようとしない高齢者、世間体を気にし、認知症や寝たきりの高齢者を外出させない家族、語りか
けても何の反応も示してくれない高齢者等々。多くの課題を一気に投げかけられたような気持になり、改めて、一人
ひとりに向き合う大切さを身にしみて痛感しました。
　暗中模索の中で地域福祉活動の難しさと厳しさを感じる日々でしたが、毎月行われる定例会での情報交換で、根
気強く心の通い合いを図ることの大切さを学びました。
　ネットワークを広げ、自分一人で抱え込まない、悩まず相談すること、笑顔を忘れず相手の立場や心に寄り添うこと
を改めて学んでいる日々です。心に残る三行詩に、ちょっとのがまんは？「幸せの素」みんなの笑顔は？「元気の素」
あいさつは？「仲良しの素」2年前に目にしたこの詩を肝に銘じて、日々焦らず精進していきたいと思います。

協働の重要性をより強く感じる

まま

幸せを呼ぶ直紀の世界 画：飯野　直紀

目 次 ………………………………………… 2-3
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…………… 5
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…………………………………… 10-11
………………………………………… 12

埼玉県民児協だよりでは、「民生委員及び児童委員」を「民生委員」と、「民生委員・児童委員協議会」を「民児協」と表記しています。

この広報紙は、共同募金の配分金により発行されています。
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い
つ
も
あな

たの
そばに　

これからも地域のた
め
に

行田市にある「さきたま古墳公園」の桜です。日本で一番大きな円墳と言われている九墓山古墳の山頂に咲く桜は、
青空を背景にしてとても美しいです。春風がすがすがしく感じられることでしょう。

平成26年度「男女共同参画推進セミナー」開催
5月12日は「民生委員・児童委員の日」です！
全国研修会参加報告（相談技法研修会・全国主任児童委員研修会／東日本）
平成26年度「主任児童委員セミナー」開催
「彩の国あんしんセーフティネット事業」が始まりました
平成27年度「事業計画及び収支予算」
わがまちの民児協活動紹介ルポ（蓮田市・川島町）
民生委員・児童委員の声（羽生市）、3ヵ月の予定

「さきたま古墳公園」（行田市）
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平
成
26
年
度
「
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　
平
成
27
年
3
月
18
日
（
水
）
さ
い
た
ま
市
彩

の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
「
男
女
共
同

参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

に
基
づ
い
た
民
生
委
員
活
動
、
民
児
協
運
営
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
本
会
男
女
共
同
参
画

推
進
部
会
が
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
今
年
度
は
、
全
て
の
民
生
委
員
が
そ
の

能
力
と
個
性
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
活
力
あ
る

民
児
協
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
し
た
。

【
学
ぶ
編
】

　
平
成
25
年
度
の
一
斉
改
選
で
は
、
全
国
に
お

い
て
新
任
民
生
委
員
の
占
め
る
割
合
が
全
体
の

1
／
3
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
在
任
期
間
は
、

全
国
的
に
2
期
以
下
で
退
任
す
る
割
合
が
全
体

の
6
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

退
任
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
も
し
、

「
こ
れ
以
上
や
っ
て
い
け
な
い
、
辛
い
」
と
い

う
気
持
ち
で
退
任
さ
れ
た
方
が
含
ま
れ
て
い
る

と
し
た
ら
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み
よ
う
、

や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
民

生
委
員
同
士
が
ど
の
よ
う
な
形
で
向
き
合
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
時
代
に
な
っ

て
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
、

部
会
や
委
員
会
活
動
の
機
会
は
、
で
き
る
限
り

多
い
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
様
々
な

実
情
を
仲
間
と
話
し
合
え
る
場
は
多
く
あ
っ
た

方
が
良
い
か
ら
で
す
。

　
さ
て
、
現
在
の
民
児
協
で
は
、
な
り
手
不
足
、

若
い
メ
ン
バ
ー
が
少
な
い
、
必
要
な
情
報
が
不

足
し
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
全
民
児
連
が
6
年
前
に
実
施
し

た
民
生
委
員
の
意
識
調
査
で
は
、
定
例
会
に
お

い
て
活
動
事
例
の
検
討
に
よ
っ
て
、
他
の
民
生

委
員
の
経
験
か
ら
学
び
、
悩
み
を
共
有
す
る
仕

組
み
が
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
委
員
が

多
く
い
ま
し
た
。
ま
た
、
定
例
会
で
は
、
活
動

上
の
悩
み
や
事
例
に
つ
い
て
相
談
・
協
議
す
る

場
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
委
員
が
多

い
と
い
う
実
態
も
あ
り
、
定
例
会
を
活
性
化
さ

せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
当
時
か
ら
強
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
6
月
に
県
民
児
協
男
女
共

同
参
画
推
進
部
会
が
行
っ
た
調
査
で
、
活
動
を

妨
げ
て
い
る
要
因
に
つ
い
て
は
、
な
り
手
不
足
、

経
験
の
少
な
い
委
員
の
増
加
、
委
員
同
士
の
意

識
の
差
が
上
位
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
負
担

に
感
じ
て
い
る
業
務
は
、
地
域
の
実
態
把
握
、

高
齢
者
や
障
害
者
、
児
童
に
関
す
る
相
談
や
見

守
り
活
動
が
全
体
と
し
て
は
多
い
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。

　
負
担
軽
減
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
、
活
動
上

必
要
な
個
別
情
報
の
十
分
な
提
供
、
市
町
村
か

ら
依
頼
さ
れ
る
調
査
、
資
料
配
布
の
限
定
、
出

席
を
求
め
ら
れ
る
研
修
等
の
厳
選
と
い
っ
た
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
活
動
や
能
力
を
前
向

き
に
伸
ば
し
、
地
域
で
活
動
し
て
い
く
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ
て
お
く
必
要

が
あ
る
の
か
、
調
査
結
果
を
基
に
民
生
委
員
同

士
話
し
合
う
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
環
境

を
前
向
き
に
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い

う
提
言
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
民
生
委
員

自
身
も
地
区
民
児
協
の
方
々
と
ど
の
よ
う
に
し

て
行
け
ば
活
動
環
境
が
変
わ
っ
て
い
く
か
を
話

し
合
う
機
会
が
一
回
で
も
多
く
あ
れ
ば
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

合同会社 泉惠造研修企画工房
代表社員　泉　惠造 氏

埼玉県民児協
部会長　下田　ナカ

【
テ
ー
マ
】

待
ち
遠
し
く
な
る
定
例
会
を
創
ろ
う
！

〜
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
大
切
に
し
た

民
児
協
活
動
の
推
進
〜

〈
講
師
〉

　
　合
同
会
社

　泉
惠
造
研
修
企
画
工
房

代
表
社
員

　泉

　惠
造

　氏

【気づく編】
「待ち遠しくなる定例会とは」

【描く編】

【変わる編】

「ふくぶく村の宝探し」

《定例会は、お茶の間のような空間》
◇一部の人に負担が偏らないようにしましょう
　全員で資料作成・当番制（手作り感を大切にしてみ
る）
　役割は交代制をとってみる（全員関与型）

◇互いの意見を出しやすいようにしましょう
　会場のレイアウトにも工夫してみる（机の配置、座
り方等）
　自由奔放、多数歓迎、便乗発展、批判厳禁を大切に
する（話し合いを前向きに進めるコツ）

◇定例会そのものに関心をもってもらいましょう
　外部講師（地域住民やOB・OG、専門家等）の招へ
い（依頼や伝達事項にとどまらない多種多様なメ
ニュー）

◇活発に議論しましょう
　可能な限り、さまざまな媒体を活用してみる（板書、
プロジェクタ、ビデオ、音源、カード　等）

◇積極的に参加してもらいましょう
　研修受講者が講師役（研修受講後、その内容の伝達
研修を行ってみる）
　資料を事前に入手し、読んでくる、振り返る（予習
と復習を行ってみる）

◇一部の人だけの発言に偏らないようにしましょう
　少人数のグループ討議をしてみる（全員参加型）
　ボトムアップ型で意見を募ってみる（双方向型）

　研修会は色々なことを
学べたり、気づけたり、
今後の方向性を描くこと
はできますが、すぐその
場で大きく変われるわけ
ではありません。だから
こそ、漢方薬を体にしみ
こませるように、少しず
つ変わって行くことがで
きれば良いと思います。

　グループの仲間と協力し、正解に向かって紆余曲折を経なが
ら進めていく途中経過を体験するワークショップを行いました。

「未来への階段づくり」
　皆が待ち遠しいと思う定例会を行っていくため
には、どのタイミングでどのようなことを実現さ
せて行けば良いのか、そのような階段を一段一段
作っていく、計画創りを体験してもらうワーク
ショップを行いました。

ワーク2ワーク1

プラン（Plan）

ドゥー（Do）

チェック（Check）

アクション（Action）

……… 計画を練りましょう　

………… 実施してみましょう　

…… 確認してみましょう　

… 再実施してみましょう

埼玉県民児協
部会長挨拶 主催者挨拶

会長　奥冨　孝一

３ ２埼玉県民児協だより　No.144　平成27年4月１日 平成27年4月１日　No.144　埼玉県民児協だより
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い
ま
す
が
、
も
し
、

「
こ
れ
以
上
や
っ
て
い
け
な
い
、
辛
い
」
と
い

う
気
持
ち
で
退
任
さ
れ
た
方
が
含
ま
れ
て
い
る

と
し
た
ら
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み
よ
う
、

や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
民

生
委
員
同
士
が
ど
の
よ
う
な
形
で
向
き
合
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
時
代
に
な
っ

て
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
、

部
会
や
委
員
会
活
動
の
機
会
は
、
で
き
る
限
り

多
い
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
様
々
な

実
情
を
仲
間
と
話
し
合
え
る
場
は
多
く
あ
っ
た

方
が
良
い
か
ら
で
す
。

　
さ
て
、
現
在
の
民
児
協
で
は
、
な
り
手
不
足
、

若
い
メ
ン
バ
ー
が
少
な
い
、
必
要
な
情
報
が
不

足
し
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
全
民
児
連
が
6
年
前
に
実
施
し

た
民
生
委
員
の
意
識
調
査
で
は
、
定
例
会
に
お

い
て
活
動
事
例
の
検
討
に
よ
っ
て
、
他
の
民
生

委
員
の
経
験
か
ら
学
び
、
悩
み
を
共
有
す
る
仕

組
み
が
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
委
員
が

多
く
い
ま
し
た
。
ま
た
、
定
例
会
で
は
、
活
動

上
の
悩
み
や
事
例
に
つ
い
て
相
談
・
協
議
す
る

場
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
委
員
が
多

い
と
い
う
実
態
も
あ
り
、
定
例
会
を
活
性
化
さ

せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
当
時
か
ら
強
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
6
月
に
県
民
児
協
男
女
共

同
参
画
推
進
部
会
が
行
っ
た
調
査
で
、
活
動
を

妨
げ
て
い
る
要
因
に
つ
い
て
は
、
な
り
手
不
足
、

経
験
の
少
な
い
委
員
の
増
加
、
委
員
同
士
の
意

識
の
差
が
上
位
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
負
担

に
感
じ
て
い
る
業
務
は
、
地
域
の
実
態
把
握
、

高
齢
者
や
障
害
者
、
児
童
に
関
す
る
相
談
や
見

守
り
活
動
が
全
体
と
し
て
は
多
い
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。

　
負
担
軽
減
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
、
活
動
上

必
要
な
個
別
情
報
の
十
分
な
提
供
、
市
町
村
か

ら
依
頼
さ
れ
る
調
査
、
資
料
配
布
の
限
定
、
出

席
を
求
め
ら
れ
る
研
修
等
の
厳
選
と
い
っ
た
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
活
動
や
能
力
を
前
向

き
に
伸
ば
し
、
地
域
で
活
動
し
て
い
く
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ
て
お
く
必
要

が
あ
る
の
か
、
調
査
結
果
を
基
に
民
生
委
員
同

士
話
し
合
う
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
環
境

を
前
向
き
に
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い

う
提
言
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
民
生
委
員

自
身
も
地
区
民
児
協
の
方
々
と
ど
の
よ
う
に
し

て
行
け
ば
活
動
環
境
が
変
わ
っ
て
い
く
か
を
話

し
合
う
機
会
が
一
回
で
も
多
く
あ
れ
ば
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

合同会社 泉惠造研修企画工房
代表社員　泉　惠造 氏

埼玉県民児協
部会長　下田　ナカ

【
テ
ー
マ
】

待
ち
遠
し
く
な
る
定
例
会
を
創
ろ
う
！

〜
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
大
切
に
し
た

民
児
協
活
動
の
推
進
〜

〈
講
師
〉

　
　合
同
会
社

　泉
惠
造
研
修
企
画
工
房

代
表
社
員

　泉

　惠
造

　氏

【気づく編】
「待ち遠しくなる定例会とは」

【描く編】

【変わる編】

「ふくぶく村の宝探し」

《定例会は、お茶の間のような空間》
◇一部の人に負担が偏らないようにしましょう
　全員で資料作成・当番制（手作り感を大切にしてみ
る）
　役割は交代制をとってみる（全員関与型）

◇互いの意見を出しやすいようにしましょう
　会場のレイアウトにも工夫してみる（机の配置、座
り方等）
　自由奔放、多数歓迎、便乗発展、批判厳禁を大切に
する（話し合いを前向きに進めるコツ）

◇定例会そのものに関心をもってもらいましょう
　外部講師（地域住民やOB・OG、専門家等）の招へ
い（依頼や伝達事項にとどまらない多種多様なメ
ニュー）

◇活発に議論しましょう
　可能な限り、さまざまな媒体を活用してみる（板書、
プロジェクタ、ビデオ、音源、カード　等）
◇積極的に参加してもらいましょう
　研修受講者が講師役（研修受講後、その内容の伝達
研修を行ってみる）
　資料を事前に入手し、読んでくる、振り返る（予習
と復習を行ってみる）

◇一部の人だけの発言に偏らないようにしましょう
　少人数のグループ討議をしてみる（全員参加型）
　ボトムアップ型で意見を募ってみる（双方向型）

　研修会は色々なことを
学べたり、気づけたり、
今後の方向性を描くこと
はできますが、すぐその
場で大きく変われるわけ
ではありません。だから
こそ、漢方薬を体にしみ
こませるように、少しず
つ変わって行くことがで
きれば良いと思います。

　グループの仲間と協力し、正解に向かって紆余曲折を経なが
ら進めていく途中経過を体験するワークショップを行いました。

「未来への階段づくり」
　皆が待ち遠しいと思う定例会を行っていくため
には、どのタイミングでどのようなことを実現さ
せて行けば良いのか、そのような階段を一段一段
作っていく、計画創りを体験してもらうワーク
ショップを行いました。

ワーク2ワーク1

プラン（Plan）

ドゥー（Do）

チェック（Check）

アクション（Action）

……… 計画を練りましょう　

………… 実施してみましょう　

…… 確認してみましょう　

… 再実施してみましょう

埼玉県民児協
部会長挨拶 主催者挨拶

会長　奥冨　孝一
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　実
施
期
間

平
成
27
年
５
月
12
日（
火
）〜
５
月
18
日（
月
）

1
．
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
づ

く
り
に
貢
献
し
ま
す

2
．
地
域
社
会
で
の
孤
立
・
孤

独
を
な
く
す
運
動
を
提
案

し
行
動
し
ま
す

3
．
児
童
虐
待
や
犯
罪
被
害
な

ど
か
ら
子
ど
も
を
守
る
取

り
組
み
を
進
め
ま
す

4
．
多
く
の
福
祉
課
題
を
抱
え

る
生
活
困
難
家
庭
に
粘
り

強
く
接
し
、
地
域
社
会
と

の
つ
な
ぎ
役
を
務
め
ま
す

5
．
日
頃
の
活
動
を
活
か
し
、

災
害
時
に
要
援
護
者
の
安

否
確
認
を
行
い
ま
す

「
広
げ
よ
う

地
域
に
根
ざ
し
た

思
い
や
り
」行
動
宣
言

民
生
委
員・児
童
委
員

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
で
す
！

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
で
す
！

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
現
在
の
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
）は
、
昭
和
52
（
1
9
7
7
）

年
に
毎
年
5
月
12
日
を「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」
と
す
る
こ
と
を
定

め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
大
正
6
（
1
9
1
7
）

年
5
月
12
日
に
岡
山
県
済
世
顧
問
制

度
設
置
規
程
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

由
来
す
る
も
の
で
す
。

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

で
は
、
毎
年
5
月
12
日
の
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」
か
ら
1
週
間

を
「
活
動
強
化
週
間
」
と
し
、
全
国

的
に
P
R
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
住
民

や
関
係
機
関
・
団
体
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
存
在
や
活
動
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
関
係
づ
く
り

を
強
化
し
、
委
員
活
動
の
充
実
を
目

指
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
相
手
を
知
る
た
め
に
は
」

　
　
　
　草
加
市
民
児
協川

上

　登
　

　
第
1
日
目
、
開
会
挨
拶
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
2
日
間
の
研

修
講
師
を
務
め
ら
れ
る
元
梅
花
女
子

大
学
准
教
授
　
植
田
寿
之
氏
が
紹
介

さ
れ
、
研
修
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

講
義
1
で
は
、「
相
談
援
助
の
視
点

と
態
度
」
と
題
し
て
、
民
生
委
員
と

し
て
相
談
を
受
け
る
と
き
の
基
本
姿

勢
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

相
談
者
の
抱
え
る
問
題
の
原
因
は
、

そ
の
人
を
取
り
巻
く
「
人
環
境
、
モ

ノ
環
境
、
自
然
環
境
、
社
会
環
境
」

が
絡
み
あ
う
た
め
、
特
定
が
難
し
い

こ
と
を
覚
悟
し
て
、
ま
ず
信
頼
関
係

を
築
き
、
相
談
者
が
必
要
と
し
て
い

る
事
柄
を
捉
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
、
基
本
姿
勢
と
し
て
①
秘

密
保
持
②
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添

う
感
情
応
答
③
援
助
者
の
情
緒
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
④
あ
る
が
ま
ま
の
受
け

止
め
⑤
非
審
判
的
態
度
の
保
持
⑥
一

般
論
で
片
付
け
な
い
態
度
⑦
自
己
決

定
に
導
く
援
助
（
以
上
バ
イ
ス
テ
ィ

ッ
ク
の
七
原
則
）
が
大
切
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
休
憩
を
挟

ん
で
、
人
間
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の

理
解
を
深
め
る
為
の
ビ
デ
オ
に
よ
る

実
例
研
修
が
あ
り
、
6
人
1
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
で
「
き

っ
か
け
づ
く
り
」
の
事
例
に
基
づ
い

て
討
議
し
グ
ル
ー
プ
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
第
2
日
目
、
午
前
9
時
か
ら
「
相

談
援
助
の
原
点
と
本
質
」
を
テ
ー
マ

に
、
前
日
に
引
き
続
き
「
相
手
の
立

場
に
立
つ
」・「
相
手
の
思
い
を
受
け

止
め
る
」
事
例
に
つ
い
て
、
相
談
援

助
技
法
の
事
例
に
基
づ
い
て
グ
ル
ー

プ
討
議
、
意
見
発
表
を
行
い
、
そ
の

後
講
師
に
よ
る
ま
と
め
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
ま
し
た
。
午
後
は
「
傾
聴

の
基
本
」
と
題
し
て
良
い
事
例
、
悪

い
事
例
の
紹
介
を
通
し
て
、
繰
り
返

し
の
技
法
、
言
い
換
え
の
技
法
、
感

情
の
反
射
技
法
を
学
び
ま
し
た
。
そ

の
後
、
3
人
1
組
に
分
か
れ
、
訪
問

支
援
活
動
を
想
定
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
を
行
い
、
疑
似
体
験
を
通
し
て
技

法
練
習
を
試
み
ま
し
た
。
最
後
に
各

自
2
日
間
の
研
修
に
つ
い
て
ま
と
め

作
業
を
行
い
午
後
3
時
に
2
日
間
の

相
談
技
法
の
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

　
研
修
だ
け
で
な
く
、
全
国
各
地
か

ら
来
ら
れ
た
民
生
委
員
の
方
々
と
の

交
流
が
で
き
た
こ
と
が
一
番
の
収
穫

で
あ
っ
た
と
の
思
い
を
得
た
研
修
で

し
た
。

「
自
ら
動
く
こ
と
の
大
切
さ
」

　
　
　
　川
口
市
民
児
協

市
川

　美
恵
子
　

　
主
任
児
童
委
員
制
度
が
創
設
さ
れ

た
20
年
目
の
節
目
の
研
修
会
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
光
栄
で
し
た
。
参
加
者

の
3
割
が
1
期
目
の
方
だ
っ
た
こ
と

に
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
2
日
間

の
短
い
時
間
を
、
有
意
義
に
過
ご
す

事
が
で
き
ま
し
た
。

　
1
日
目
の
行
政
説
明
で
は
初
心
に

戻
っ
た
つ
も
り
に
な
り
、
改
め
て
主

任
児
童
委
員
の
あ
り
方
を
学
び
ま
し

た
。印
象
に
残
っ
た
の
は
民
生
委
員
・

主
任
児
童
委
員
制
度
と
そ
の
活
動
の

役
割
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
現
状
に
あ
る
こ
と
で
し

た
。
国
全
体
の
大
き
な
課
題
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。
ま
た
「
児
童
か
ら

S
O
S
の
発
信
は
難
し
い
」
と
の
お

話
し
で
し
た
。
次
に
明
治
学
院
大
学

副
学
長
　
松
原
康
雄
氏
か
ら
「
子
ど

も
、
子
育
て
家
庭
を
め
ぐ
る
課
題
と

主
任
児
童
委
員
の
活
動
」
の
講
演
を

受
講
し
ま
し
た
。
少
子
化
の
大
き
な

現
状
と
し
て
「
第
1
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
期
か
ら
第
2
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
は

起
き
た
が
第
3
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
は

出
現
し
な
か
っ
た
」と
説
明
が
あ
り
、

大
き
な
問
題
が
こ
こ
に
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
、

早
期
対
応
を
す
る
た
め
に
ア
ン
テ
ナ

を
張
る
、
そ
の
た
め
に
は
幅
広
い
関

係
者
の
連
携
、
協
働
が
大
切
と
お
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
つ

い
て
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
い

ろ
い
ろ
な
立
場
の
方
々
か
ら
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
分
散
会
で
、テ
ー
マ「
子

育
て
を
応
援
し
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
育
ち
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
〜
地
域
住
民
の
参
画
と

主
任
児
童
委
員
の
役
割
〜
」
の
講
義

を
担
当
の
先
生
か
ら
伺
い
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
討
議
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
方
々
が
持
つ
豊
富
な
知
識
を
お

聞
き
し
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
す
る
に
当
た
っ
て
「
他

市
の
主
任
児
童
委
員
の
活
動
を
知

る
」
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
浜
松
市

の
方
か
ら
、
主
任
児
童
委
員
に
は
4

つ
の
部
会
が
あ
り
、
民
児
協
と
は
別

に
月
に
1
回
会
議
を
開
催
し
て
い
る

と
伺
い
ま
し
た
。
広
報
部
が
あ
り
、

主
任
児
童
委
員
の
周
知
の
た
め
に
ポ

ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
学
校

に
届
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
活

動
を
お
聞
き
し
、
何
も
行
動
を
し
て

い
な
か
っ
た
事
を
反
省
し
ま
し
た
。

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
「
自
分
が

動
く
」
こ
と
だ
と
学
び
ま
し
た
。「
ま

ず
は
、
民
生
児
童
委
員
の
方
々
に
理

解
を
し
て
頂
く
。
幼
稚
園
、保
育
園
、

小
中
学
校
の
家
庭
に
独
自
の
チ
ラ
シ

を
配
布
。
公
民
館
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼

る
。」
無
理
を
せ
ず
に
で
き
る
こ
と

か
ら
実
行
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
役
立
て
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

「
埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り
№
1
4
3
」

の
記
事
に
関
す
る
お
詫
び
と
訂
正

　
平
成
27
年
1
月
1
日
発
行
の
「
埼
玉
県

民
児
協
だ
よ
り
№
1
4
3
」
9
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
『
表
彰
受
章
者
等
の
紹
介
』
に
お

い
て
一
部
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
、
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
次
の
通
り

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

×
誤

【
瑞
宝
単
光
章
（
総
務
省
行
政
事
務
功
労
）】

　
川
口
市
　
　
吉
　
澤
　
好
　
子

○
正

【
瑞
宝
双
光
章
（
総
務
省
行
政
事
務
功
労
）】

　
川
口
市
　
　
吉
　
澤
　
好
　
子

平
成
26
年
度

　「民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

た
め
の
相
談
技
法
研
修
会
」

【
期
日
】
8
月
25
日
〜
26
日

【
場
所
】
神
奈
川
県
横
浜
市

【
本
県
参
加
者
】
4
名

平
成
26
年
度

　「全
国
主
任
児
童
委
員
研
修

会
（
東
日
本
）」

【
期
日
】
8
月
27
日
〜
28
日

【
場
所
】
静
岡
県
浜
松
市

【
本
県
参
加
者
】
10
名

全
国
研
修
会
参
加
報
告

全
国
研
修
会
参
加
報
告

ＰＲカード（裏）

ＰＲカード（表）

※
三
つ
折
り
で
手
の
ひ
ら
に
収
ま
る
大
き
さ
に
民
生

委
員・児
童
委
員
の
立
場
、役
割
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト

を
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

チラシ

○PRカードは、お財布や手帳に入れて持ち歩けるので、名刺代わりに、また留守宅訪問
時のメッセージカードとしても便利です。

○「民生委員・児童委員の日　活動強化週間」に街頭で配布したり、調査や全戸訪問の
際に手渡しする等、使い方はさまざまです。

民生委員・児童委員のPRカードをご活用ください！

　平成27年4月下旬より埼玉県民児協のホームページ

をリニューアルしますので、お知らせいたします。

　皆様がより快適にご利用できるホームページを目指し

てまいりますので、引き続きよろしくお願い申し上げます。

★ホームページリニューアルのお知らせ★

「
民
生
委
員・児
童
委
員

の
日
」由
来
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　実
施
期
間

平
成
27
年
５
月
12
日（
火
）〜
５
月
18
日（
月
）

1
．
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
づ

く
り
に
貢
献
し
ま
す

2
．
地
域
社
会
で
の
孤
立
・
孤

独
を
な
く
す
運
動
を
提
案

し
行
動
し
ま
す

3
．
児
童
虐
待
や
犯
罪
被
害
な

ど
か
ら
子
ど
も
を
守
る
取

り
組
み
を
進
め
ま
す

4
．
多
く
の
福
祉
課
題
を
抱
え

る
生
活
困
難
家
庭
に
粘
り

強
く
接
し
、
地
域
社
会
と

の
つ
な
ぎ
役
を
務
め
ま
す

5
．
日
頃
の
活
動
を
活
か
し
、

災
害
時
に
要
援
護
者
の
安

否
確
認
を
行
い
ま
す

「
広
げ
よ
う

地
域
に
根
ざ
し
た

思
い
や
り
」行
動
宣
言

民
生
委
員・児
童
委
員

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
で
す
！

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
で
す
！

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
現
在
の
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
）は
、
昭
和
52
（
1
9
7
7
）

年
に
毎
年
5
月
12
日
を「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」
と
す
る
こ
と
を
定

め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
大
正
6
（
1
9
1
7
）

年
5
月
12
日
に
岡
山
県
済
世
顧
問
制

度
設
置
規
程
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

由
来
す
る
も
の
で
す
。

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

で
は
、
毎
年
5
月
12
日
の
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」
か
ら
1
週
間

を
「
活
動
強
化
週
間
」
と
し
、
全
国

的
に
P
R
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
住
民

や
関
係
機
関
・
団
体
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
存
在
や
活
動
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
関
係
づ
く
り

を
強
化
し
、
委
員
活
動
の
充
実
を
目

指
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
相
手
を
知
る
た
め
に
は
」

　
　
　
　草
加
市
民
児
協川

上

　登
　

　
第
1
日
目
、
開
会
挨
拶
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
2
日
間
の
研

修
講
師
を
務
め
ら
れ
る
元
梅
花
女
子

大
学
准
教
授
　
植
田
寿
之
氏
が
紹
介

さ
れ
、
研
修
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

講
義
1
で
は
、「
相
談
援
助
の
視
点

と
態
度
」
と
題
し
て
、
民
生
委
員
と

し
て
相
談
を
受
け
る
と
き
の
基
本
姿

勢
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

相
談
者
の
抱
え
る
問
題
の
原
因
は
、

そ
の
人
を
取
り
巻
く
「
人
環
境
、
モ

ノ
環
境
、
自
然
環
境
、
社
会
環
境
」

が
絡
み
あ
う
た
め
、
特
定
が
難
し
い

こ
と
を
覚
悟
し
て
、
ま
ず
信
頼
関
係

を
築
き
、
相
談
者
が
必
要
と
し
て
い

る
事
柄
を
捉
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
、
基
本
姿
勢
と
し
て
①
秘

密
保
持
②
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添

う
感
情
応
答
③
援
助
者
の
情
緒
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
④
あ
る
が
ま
ま
の
受
け

止
め
⑤
非
審
判
的
態
度
の
保
持
⑥
一

般
論
で
片
付
け
な
い
態
度
⑦
自
己
決

定
に
導
く
援
助
（
以
上
バ
イ
ス
テ
ィ

ッ
ク
の
七
原
則
）
が
大
切
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
休
憩
を
挟

ん
で
、
人
間
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の

理
解
を
深
め
る
為
の
ビ
デ
オ
に
よ
る

実
例
研
修
が
あ
り
、
6
人
1
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
で
「
き

っ
か
け
づ
く
り
」
の
事
例
に
基
づ
い

て
討
議
し
グ
ル
ー
プ
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
第
2
日
目
、
午
前
9
時
か
ら
「
相

談
援
助
の
原
点
と
本
質
」
を
テ
ー
マ

に
、
前
日
に
引
き
続
き
「
相
手
の
立

場
に
立
つ
」・「
相
手
の
思
い
を
受
け

止
め
る
」
事
例
に
つ
い
て
、
相
談
援

助
技
法
の
事
例
に
基
づ
い
て
グ
ル
ー

プ
討
議
、
意
見
発
表
を
行
い
、
そ
の

後
講
師
に
よ
る
ま
と
め
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
ま
し
た
。
午
後
は
「
傾
聴

の
基
本
」
と
題
し
て
良
い
事
例
、
悪

い
事
例
の
紹
介
を
通
し
て
、
繰
り
返

し
の
技
法
、
言
い
換
え
の
技
法
、
感

情
の
反
射
技
法
を
学
び
ま
し
た
。
そ

の
後
、
3
人
1
組
に
分
か
れ
、
訪
問

支
援
活
動
を
想
定
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
を
行
い
、
疑
似
体
験
を
通
し
て
技

法
練
習
を
試
み
ま
し
た
。
最
後
に
各

自
2
日
間
の
研
修
に
つ
い
て
ま
と
め

作
業
を
行
い
午
後
3
時
に
2
日
間
の

相
談
技
法
の
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

　
研
修
だ
け
で
な
く
、
全
国
各
地
か

ら
来
ら
れ
た
民
生
委
員
の
方
々
と
の

交
流
が
で
き
た
こ
と
が
一
番
の
収
穫

で
あ
っ
た
と
の
思
い
を
得
た
研
修
で

し
た
。

「
自
ら
動
く
こ
と
の
大
切
さ
」

　
　
　
　川
口
市
民
児
協

市
川

　美
恵
子
　

　
主
任
児
童
委
員
制
度
が
創
設
さ
れ

た
20
年
目
の
節
目
の
研
修
会
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
光
栄
で
し
た
。
参
加
者

の
3
割
が
1
期
目
の
方
だ
っ
た
こ
と

に
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
2
日
間

の
短
い
時
間
を
、
有
意
義
に
過
ご
す

事
が
で
き
ま
し
た
。

　
1
日
目
の
行
政
説
明
で
は
初
心
に

戻
っ
た
つ
も
り
に
な
り
、
改
め
て
主

任
児
童
委
員
の
あ
り
方
を
学
び
ま
し

た
。印
象
に
残
っ
た
の
は
民
生
委
員
・

主
任
児
童
委
員
制
度
と
そ
の
活
動
の

役
割
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
現
状
に
あ
る
こ
と
で
し

た
。
国
全
体
の
大
き
な
課
題
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。
ま
た
「
児
童
か
ら

S
O
S
の
発
信
は
難
し
い
」
と
の
お

話
し
で
し
た
。
次
に
明
治
学
院
大
学

副
学
長
　
松
原
康
雄
氏
か
ら
「
子
ど

も
、
子
育
て
家
庭
を
め
ぐ
る
課
題
と

主
任
児
童
委
員
の
活
動
」
の
講
演
を

受
講
し
ま
し
た
。
少
子
化
の
大
き
な

現
状
と
し
て
「
第
1
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
期
か
ら
第
2
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
は

起
き
た
が
第
3
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
は

出
現
し
な
か
っ
た
」と
説
明
が
あ
り
、

大
き
な
問
題
が
こ
こ
に
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
、

早
期
対
応
を
す
る
た
め
に
ア
ン
テ
ナ

を
張
る
、
そ
の
た
め
に
は
幅
広
い
関

係
者
の
連
携
、
協
働
が
大
切
と
お
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
つ

い
て
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
い

ろ
い
ろ
な
立
場
の
方
々
か
ら
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
分
散
会
で
、テ
ー
マ「
子

育
て
を
応
援
し
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
育
ち
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
〜
地
域
住
民
の
参
画
と

主
任
児
童
委
員
の
役
割
〜
」
の
講
義

を
担
当
の
先
生
か
ら
伺
い
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
討
議
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
方
々
が
持
つ
豊
富
な
知
識
を
お

聞
き
し
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
す
る
に
当
た
っ
て
「
他

市
の
主
任
児
童
委
員
の
活
動
を
知

る
」
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
浜
松
市

の
方
か
ら
、
主
任
児
童
委
員
に
は
4

つ
の
部
会
が
あ
り
、
民
児
協
と
は
別

に
月
に
1
回
会
議
を
開
催
し
て
い
る

と
伺
い
ま
し
た
。
広
報
部
が
あ
り
、

主
任
児
童
委
員
の
周
知
の
た
め
に
ポ

ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
学
校

に
届
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
活

動
を
お
聞
き
し
、
何
も
行
動
を
し
て

い
な
か
っ
た
事
を
反
省
し
ま
し
た
。

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
「
自
分
が

動
く
」
こ
と
だ
と
学
び
ま
し
た
。「
ま

ず
は
、
民
生
児
童
委
員
の
方
々
に
理

解
を
し
て
頂
く
。
幼
稚
園
、保
育
園
、

小
中
学
校
の
家
庭
に
独
自
の
チ
ラ
シ

を
配
布
。
公
民
館
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼

る
。」
無
理
を
せ
ず
に
で
き
る
こ
と

か
ら
実
行
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
役
立
て
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

「
埼
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県
民
児
協
だ
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№
1
4
3
」

の
記
事
に
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る
お
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び
と
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平
成
27
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1
日
発
行
の
「
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民
児
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だ
よ
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1
4
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」
9
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
『
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彰
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章
者
等
の
紹
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』
に
お

い
て
一
部
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
、
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
次
の
通
り

訂
正
さ
せ
て
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ま
す
。
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〜
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奈
川
県
横
浜
市

【
本
県
参
加
者
】
4
名

平
成
26
年
度

　「全
国
主
任
児
童
委
員
研
修

会
（
東
日
本
）」

【
期
日
】
8
月
27
日
〜
28
日

【
場
所
】
静
岡
県
浜
松
市

【
本
県
参
加
者
】
10
名

全
国
研
修
会
参
加
報
告

全
国
研
修
会
参
加
報
告

ＰＲカード（裏）

ＰＲカード（表）

※
三
つ
折
り
で
手
の
ひ
ら
に
収
ま
る
大
き
さ
に
民
生

委
員・児
童
委
員
の
立
場
、役
割
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト

を
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

チラシ

○PRカードは、お財布や手帳に入れて持ち歩けるので、名刺代わりに、また留守宅訪問
時のメッセージカードとしても便利です。

○「民生委員・児童委員の日　活動強化週間」に街頭で配布したり、調査や全戸訪問の
際に手渡しする等、使い方はさまざまです。

民生委員・児童委員のPRカードをご活用ください！

　平成27年4月下旬より埼玉県民児協のホームページ

をリニューアルしますので、お知らせいたします。

　皆様がより快適にご利用できるホームページを目指し

てまいりますので、引き続きよろしくお願い申し上げます。

★ホームページリニューアルのお知らせ★

「
民
生
委
員・児
童
委
員

の
日
」由
来
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平
成
26
年
度

　主
任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

平
成
26
年
度

　主
任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

　
平
成
26
年
11
月
7
日
（
金
）
彩

の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
「
セ
ミ
ナ

ー
ホ
ー
ル
」
で
、
各
市
町
村
民
児

協
会
長
及
び
各
市
町
村
主
任
児
童

委
員
代
表
等
1
1
2
名
が
参
加
し
、

「
平
成
26
年
度
主
任
児
童
委
員
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
本
会
主
任

児
童
委
員
会
に
お
い
て
企
画
・
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
は
、
主
任
児
童
委

員
制
度
創
設
20
周
年
に
あ
た
り
、

「
児
童
委
員
活
動
強
化
推
進
方
策
・

行
動
宣
言
（
全
民
児
連
）」
の
基
本

方
針
に
則
り
、「
地
域
住
民
と
と
も

に
『
わ
が
ま
ち
な
ら
で
は
』
の
活

動
を
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
子
ど

も
を
大
切
に
す
る
地
域
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
広
が
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
実
践
報
告
で
は
、
所
沢
市
三
ヶ

島
第
一
地
区
民
児
協
に
お
け
る
主

任
児
童
委
員
活
動
の
実
践
と
、
行

田
市
民
児
連
に
よ
る
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
所
沢
市
三
ヶ
島
第
一
地
区
民
児

協
で
は
、
学
校
と
主
任
児
童
委
員
、

区
域
担
当
児
童
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
の
も
と
、
連
絡
調
整
し
、

情
報
交
換
し
な
が
ら
、
児
童
・
保

護
者
の
見
守
り
や
個
別
の
相
談
援

助
を
行
っ
て
い
る
事
例
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
行
田
市
民
児
連
が
主
催

し
て
実
施
し
て
い
る
「
子
育
て
談

話
室〝
た
ん
ぽ
ぽ
〞」
の
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
、
区
域
担
当
児
童
委

員
と
主
任
児
童
委
員
、
社
協
等
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
わ
が
ま
ち
の

子
育
て
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い

る
内
容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

〔
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〕

県
民
児
協
　
主
任
児
童
委
員
会

委
員
長
　
大
場
委
員
長

〔
実
践
報
告
者
〕

「
学
校
・
区
域
担
当
児
童
委
員
・
主

任
児
童
委
員
の
連
携
〜「
主
任
児
童

委
員
活
動
」
の
実
践
〜
」

所
沢
市
三
ヶ
島
第
一
地
区
民
児
協

主
任
児
童
委
員
　
石
井
　
悦
子

「
子
育
て
支
援
活
動
〜
子
育
て
談
話

室〝
た
ん
ぽ
ぽ
〞の
取
り
組
み
〜
」

行
田
市
民
児
連

会
長
　
島
田
　
ユ
ミ
子

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

県
民
児
協
　
主
任
児
童
委
員
会

副
委
員
長
　
香
川
　
京
子

　
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
実
践
報

告
を
基
に
、「
学
校
と
の
連
携
」
又

は
「
子
育
て
支
援
活
動
」
の
2
テ

ー
マ
に
分
け
て
討
議
を
進
め
ま
し

た
。
討
議
の
中
で
、
わ
が
ま
ち
に

お
け
る
児
童
委
員
活
動
の
現
状
や

課
題
を
探
り
、①
現
状
の
活
動
、②

課
題
、③
解
決
策
（
又
は
こ
う
あ
り

た
い
像
）
に
整
理
し
て
い
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
今

後
の
活
動
に
向
け
た
「
宣
言
」
を

作
り
、
全
体
発
表
の
中
で
、
討
議

さ
れ
た
内
容
や
宣
言
を
参
加
者
で

共
有
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
検
討
し
た
内

容
を
参
加
者
で
共
有
し
、
地
元
の

活
動
に
生
か
す
た
め
、「
主
任
児
童

委
員
セ
ミ
ナ
ー
　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
・
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　
報
告
書
」

を
作
成
し
、
参
加
者
等
へ
配
布
し

ま
し
た
。

わ
が
ま
ち
主
任
児
童
委
員

活
動
紹
介
ス
ラ
イ
ド

実
践
報
告

グ
ル
ー
プ
討
議

研
修
後

　社会的孤立が広がり、孤立死、虐待、ひきこもり、若年者の失業による生活困窮者も増加していま
す。地域の福祉課題は複雑かつ多様化しており、従来の制度では対応できない制度の狭間の問題が起き
ています。
　こうした中、県内の社会福祉法人が協働して、地域の生活困窮者に対する相談支援事業「彩の国あん
しんセーフティネット事業」を平成26年9月1日より開始しました。

　この事業は、失業・虐待・DV・けがや病気などが原因で生活に困っている人たちに寄り添って、地域のセーフ
ティネットとして、訪問・相談を通じて必要な制度につなぐ活動を行うものです。なお、緊急を要する場合は、食
材の提供や電気・ガス代の支払いなどの経済的援助も行います。
　地域の生活困窮者への相談活動を行うのは、原則、社会福祉法人が経営する社会福祉施設に配置された担当相談
員や市町村社会福祉協議会職員で、相談支援は訪問活動によって行います。なお、本事業の運営に必要な資金は、
社会福祉法人自らが毎年一定額を社会貢献活動会費として拠出します。

　深刻な生活困窮状態にある方は、多くの場合、社会との関わりが希薄となっています。日ごろから地域の中で、
様々な不安や問題を抱える方々を把握し、相談や必要な援助を行っている民生委員・児童委員の皆様におかれまし
ては、その関わりの中で本事業による支援が必要と思われた場合には、ぜひお住まいの市町村社会福祉協議会また
は埼玉県社会福祉協議会までご相談ください。
　県内の社会福祉法人は、本事業に取り組むことで、本人の社会生活の再スタートを切るお手伝いを民生委員・児
童委員の皆さまとともに行い、豊かな地域社会づくりを目指します。

事務局：埼玉県社会福祉協議会　生活困窮者支援対策課　TEL：048-822-1249

「彩の国あんしんセーフティネット事業」が始まりました

支援を必要とする方を発見し、連絡します
　生活困窮者は「SOS」を発することができないことが多いものです。地域の民生委員・児童委員、
ケアマネジャー、地域包括支援センター、障害者相談支援事業所、福祉事務所などと協力し、社会福
祉施設等に配置される担当相談員が発見に努めます。

発見
連絡

適用できる既存制度がないか検討します
　生活保護や介護保険、障害福祉サービス、成年後見制度、生活福祉資金等貸付事業、日常生活自立
支援事業などの制度が使えるか検討します。

制度
検討

制度につなぎます
　既存の制度がある場合は制度に
つなぐなどし、ない場合は、援助
の方法を検討し、訪問・相談する
などして問題解決に努めます。

相談

経済的援助を検討します
　どの制度も適用できない、あるいは緊急を要する
場合、10万円を上限とした経済的援助を行います。
　※ただし、現金給付ではなく、食材の買い物や電

気、ガスの費用等の支払いを相談員が本人と同行
して行います。

経済的
援助

行って、見て、聞いて状況を把握します
担当相談員が、本人の住まいを訪問して、状況を確認します。

訪問
相談

継続的に見守ります
本人の自立を目標に、継続的に見守り、相談などを行います。

見守り

〇地域のセーフティネットの役割

〇豊かな地域社会づくりのために

〇相談支援のながれ

主催者挨拶

埼玉県民児協　　
会長　奥冨　孝一

委員長挨拶
埼玉県民児協　　　
主任児童委員会　　
委員長　大場　玲子

▲市民まつりに参加（蓮田市）

▲つどいのひろばを開催（熊谷市） ▲百万灯まつりでパレード（川越市）

▲クリスマス
　サロンを開催
　（上尾市）

▲今後の活動に向け熱心な討議の様子 ▲行田市と所沢市による実践報告

▲県民児協主任児童委員会委員一同
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平
成
26
年
度

　主
任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

平
成
26
年
度

　主
任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

　
平
成
26
年
11
月
7
日
（
金
）
彩

の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
「
セ
ミ
ナ

ー
ホ
ー
ル
」
で
、
各
市
町
村
民
児

協
会
長
及
び
各
市
町
村
主
任
児
童

委
員
代
表
等
1
1
2
名
が
参
加
し
、

「
平
成
26
年
度
主
任
児
童
委
員
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
本
会
主
任

児
童
委
員
会
に
お
い
て
企
画
・
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
は
、
主
任
児
童
委

員
制
度
創
設
20
周
年
に
あ
た
り
、

「
児
童
委
員
活
動
強
化
推
進
方
策
・

行
動
宣
言
（
全
民
児
連
）」
の
基
本

方
針
に
則
り
、「
地
域
住
民
と
と
も

に
『
わ
が
ま
ち
な
ら
で
は
』
の
活

動
を
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
子
ど

も
を
大
切
に
す
る
地
域
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
広
が
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
実
践
報
告
で
は
、
所
沢
市
三
ヶ

島
第
一
地
区
民
児
協
に
お
け
る
主

任
児
童
委
員
活
動
の
実
践
と
、
行

田
市
民
児
連
に
よ
る
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
所
沢
市
三
ヶ
島
第
一
地
区
民
児

協
で
は
、
学
校
と
主
任
児
童
委
員
、

区
域
担
当
児
童
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
の
も
と
、
連
絡
調
整
し
、

情
報
交
換
し
な
が
ら
、
児
童
・
保

護
者
の
見
守
り
や
個
別
の
相
談
援

助
を
行
っ
て
い
る
事
例
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
行
田
市
民
児
連
が
主
催

し
て
実
施
し
て
い
る
「
子
育
て
談

話
室〝
た
ん
ぽ
ぽ
〞」
の
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
、
区
域
担
当
児
童
委

員
と
主
任
児
童
委
員
、
社
協
等
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
わ
が
ま
ち
の

子
育
て
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い

る
内
容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

〔
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〕

県
民
児
協
　
主
任
児
童
委
員
会

委
員
長
　
大
場
委
員
長

〔
実
践
報
告
者
〕

「
学
校
・
区
域
担
当
児
童
委
員
・
主

任
児
童
委
員
の
連
携
〜「
主
任
児
童

委
員
活
動
」
の
実
践
〜
」

所
沢
市
三
ヶ
島
第
一
地
区
民
児
協

主
任
児
童
委
員
　
石
井
　
悦
子

「
子
育
て
支
援
活
動
〜
子
育
て
談
話

室〝
た
ん
ぽ
ぽ
〞の
取
り
組
み
〜
」

行
田
市
民
児
連

会
長
　
島
田
　
ユ
ミ
子

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

県
民
児
協
　
主
任
児
童
委
員
会

副
委
員
長
　
香
川
　
京
子

　
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
実
践
報

告
を
基
に
、「
学
校
と
の
連
携
」
又

は
「
子
育
て
支
援
活
動
」
の
2
テ

ー
マ
に
分
け
て
討
議
を
進
め
ま
し

た
。
討
議
の
中
で
、
わ
が
ま
ち
に

お
け
る
児
童
委
員
活
動
の
現
状
や

課
題
を
探
り
、①
現
状
の
活
動
、②

課
題
、③
解
決
策
（
又
は
こ
う
あ
り

た
い
像
）
に
整
理
し
て
い
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
今

後
の
活
動
に
向
け
た
「
宣
言
」
を

作
り
、
全
体
発
表
の
中
で
、
討
議

さ
れ
た
内
容
や
宣
言
を
参
加
者
で

共
有
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
検
討
し
た
内

容
を
参
加
者
で
共
有
し
、
地
元
の

活
動
に
生
か
す
た
め
、「
主
任
児
童

委
員
セ
ミ
ナ
ー
　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
・
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　
報
告
書
」

を
作
成
し
、
参
加
者
等
へ
配
布
し

ま
し
た
。

わ
が
ま
ち
主
任
児
童
委
員

活
動
紹
介
ス
ラ
イ
ド

実
践
報
告

グ
ル
ー
プ
討
議

研
修
後

　社会的孤立が広がり、孤立死、虐待、ひきこもり、若年者の失業による生活困窮者も増加していま
す。地域の福祉課題は複雑かつ多様化しており、従来の制度では対応できない制度の狭間の問題が起き
ています。
　こうした中、県内の社会福祉法人が協働して、地域の生活困窮者に対する相談支援事業「彩の国あん
しんセーフティネット事業」を平成26年9月1日より開始しました。

　この事業は、失業・虐待・DV・けがや病気などが原因で生活に困っている人たちに寄り添って、地域のセーフ
ティネットとして、訪問・相談を通じて必要な制度につなぐ活動を行うものです。なお、緊急を要する場合は、食
材の提供や電気・ガス代の支払いなどの経済的援助も行います。
　地域の生活困窮者への相談活動を行うのは、原則、社会福祉法人が経営する社会福祉施設に配置された担当相談
員や市町村社会福祉協議会職員で、相談支援は訪問活動によって行います。なお、本事業の運営に必要な資金は、
社会福祉法人自らが毎年一定額を社会貢献活動会費として拠出します。

　深刻な生活困窮状態にある方は、多くの場合、社会との関わりが希薄となっています。日ごろから地域の中で、
様々な不安や問題を抱える方々を把握し、相談や必要な援助を行っている民生委員・児童委員の皆様におかれまし
ては、その関わりの中で本事業による支援が必要と思われた場合には、ぜひお住まいの市町村社会福祉協議会また
は埼玉県社会福祉協議会までご相談ください。
　県内の社会福祉法人は、本事業に取り組むことで、本人の社会生活の再スタートを切るお手伝いを民生委員・児
童委員の皆さまとともに行い、豊かな地域社会づくりを目指します。

事務局：埼玉県社会福祉協議会　生活困窮者支援対策課　TEL：048-822-1249

「彩の国あんしんセーフティネット事業」が始まりました

支援を必要とする方を発見し、連絡します
　生活困窮者は「SOS」を発することができないことが多いものです。地域の民生委員・児童委員、
ケアマネジャー、地域包括支援センター、障害者相談支援事業所、福祉事務所などと協力し、社会福
祉施設等に配置される担当相談員が発見に努めます。

発見
連絡

適用できる既存制度がないか検討します
　生活保護や介護保険、障害福祉サービス、成年後見制度、生活福祉資金等貸付事業、日常生活自立
支援事業などの制度が使えるか検討します。

制度
検討

制度につなぎます
　既存の制度がある場合は制度に
つなぐなどし、ない場合は、援助
の方法を検討し、訪問・相談する
などして問題解決に努めます。

相談

経済的援助を検討します
　どの制度も適用できない、あるいは緊急を要する
場合、10万円を上限とした経済的援助を行います。
　※ただし、現金給付ではなく、食材の買い物や電

気、ガスの費用等の支払いを相談員が本人と同行
して行います。

経済的
援助

行って、見て、聞いて状況を把握します
担当相談員が、本人の住まいを訪問して、状況を確認します。

訪問
相談

継続的に見守ります
本人の自立を目標に、継続的に見守り、相談などを行います。

見守り

〇地域のセーフティネットの役割

〇豊かな地域社会づくりのために

〇相談支援のながれ

主催者挨拶

埼玉県民児協　　
会長　奥冨　孝一

委員長挨拶
埼玉県民児協　　　
主任児童委員会　　
委員長　大場　玲子

▲市民まつりに参加（蓮田市）

▲つどいのひろばを開催（熊谷市） ▲百万灯まつりでパレード（川越市）

▲クリスマス
　サロンを開催
　（上尾市）

▲今後の活動に向け熱心な討議の様子 ▲行田市と所沢市による実践報告

▲県民児協主任児童委員会委員一同
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平成27年度
埼玉県民児協予算科　目

事業活動収支の部
１．事業活動収入
①基本財産運用収入
②特定資産運用収入
③会費収入
④補助金等収入
⑤雑収入
事業活動収入計

27年度

15
4

77,321
40,351

91
117,782

26年度

17
4

77,055
40,567

90
117,733

差異

-2
0

266
-216

1
49

増減率

-12％
0％
0％
-1％
1％
0％

科　目
①事業費
②管理費
③予備費

27年度
83,048
17,520
100

26年度
82,867
17,589
100

差異
181
-69
0

増減率
0%
0%
0%

③会費収入
65.6%

④補助金等収入
34.3%

①基本財産運用収入 0.0%
②特定資産運用収入 0.0%

⑤雑収入 0.1%

（単位：千円）

①事業費
83.0%

②管理費
17.0%

③予備費 0.0%

（単位：千円）

収 入

支 出

管理費支出の
割合

0.6%雑支出
0.3%手数料
0.2%租税公課
1.3%連絡調整費

6.2%福利厚生費1.7%
臨時雇賃金

36.2%
給料手当

37.9%
全民児連会費

0.0%
諸謝金

1.4%負担金
0.2%賃借料

0.9%
印刷製本費

0.5%
消耗品費

0.6%
消耗什器備品費

0.3%
通信運搬費

 3.1%
旅費交通費

8.6%
会議費

事業費支出の
割合

0.4%雑支出
0.0%手数料

3.9%
福利厚生費

22.9%
給料手当

0.2%弔慰費

1.2%
退職給付金

4.8%

民生委員互助
事業給付金

30.3%

民生委員
実費弁償費

0.2%
県民児協民児協育成費 0.2%

共励民児協育成費

21.9%
会費

0.6%食料費
3.7%委託費
0.3%諸謝金
1.6%負担金
0.3%賃借料
2.9%印刷製本費

0.7%消耗品費
1.2%通信運搬費

2.7%旅費交通費

《
運
営
方
針
》

1
．
一
般
財
団
法
人
と
し
て
、
新
た
な

活
動
の
広
が
り
と
質
を
高
め
て
い
く
た

め
、
社
会
の
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
公

益
活
動
の
推
進
を
図
る
。

2
．
市
町
村
民
児
協
が
連
合
体
と
し
て

の
組
織
と
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ

う
、
体
制
の
整
備
と
会
員
相
互
の
連
携

強
化
を
す
す
め
る
と
と
も
に
財
政
の
確

立
を
図
る
。

3
．
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
住
民
の
身

近
な
相
談
・
支
援
者
と
し
て
の
、
区
域

担
当
民
生
委
員
の
活
動
の
充
実
及
び
単

位
民
児
協
な
ど
で
の
組
織
的
な
活
動
展

開
を
図
り
、
個
々
の
民
生
委
員
へ
の
支

援
と
日
々
の
活
動
に
資
す
る
た
め
の
研

修
の
強
化
推
進
を
図
る
。

4
．
埼
玉
県
及
び
埼
玉
県
社
会
福
祉
協

議
会
等
と
の
緊
密
な
提
携
の
も
と
に
、

会
務
の
運
営
と
事
業
の
推
進
を
図
る
。

《
重
点
目
標
》

1
．
民
生
委
員
活
動
の
充
実
発
展
と
強

化
推
進

2
．
民
生
委
員
が
地
域
で
よ
り
活
動
し

や
す
い
環
境
の
整
備

3
．
市
町
村
民
児
協
組
織
の
整
備
推
進

〈
特
に
自
主
運
営
体
制
、
専
門
部
会

（
委
員
会
）
活
動
の
促
進
〉

4
．
生
活
福
祉
資
金
借
受
世
帯
の
相
談

援
助
活
動
の
推
進

5
．
全
国
児
童
委
員
活
動
強
化
推
進
方

策
「
広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い

や
り
」
行
動
宣
言
の
推
進

6
．
民
生
委
員
に
よ
る
災
害
時
要
援
護
者

支
援
活
動
の
強
化
・
充
実

7
．
民
生
委
員
の
適
切
な
人
材
確
保
に
向
け

た
環
境
整
備

8
．
定
款
に
よ
る
執
行
体
制
、
定
款
及
び
内

部
規
程
に
沿
っ
た
業
務
遂
行
に
よ
り
内
部

充
実
の
整
備
と
強
化
の
推
進

《
事
業
概
況
》

1 

実
施
事
業

a
．
生
活
相
談
等
活
動
推
進
事
業

ア

　福
祉
相
談
推
進
事
業

　
　
個
々
の
民
生
委
員
の
知
識
・
技
術

の
向
上
を
図
る
た
め
に
実
施
。

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
説
明
会

（
県
社
協
と
共
催
）

　
　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
理
解

と
民
生
委
員
及
び
市
町
村
社
協
の
役
割

や
連
携
を
確
認
し
、
地
域
住
民
へ
の
支

援
活
動
の
充
実
強
化
を
目
的
と
し
て
開

催
す
る
。

・
孤
立
防
止
推
進
事
業

（
県
社
協
と
共
催
）

　
　
安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
を
目
指

し
、
民
生
委
員
等
の
役
割
や
連
携
を
確

認
し
、
地
域
の
見
守
り
活
動
等
に
生
か

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
福

祉
活
動
を
推
進
さ
せ
る
。

・
各
市
町
村
に
お
け
る
各
種
民
生
委
員

研
修
会
へ
の
講
師
派
遣

・
在
宅
福
祉
活
動
の
推
進

　
　
各
種
の
研
修
、
研
究
協
議
の
場
を

通
じ
、
要
援
護
者
及
び
そ
の
家
族
に
対

す
る
福
祉
活
動
を
推
進
さ
せ
る
。

・
民
生
委
員
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
・

防
犯
等
に
係
る
声
か
け
運
動
へ
の
協
力

　
　
埼
玉
県
及
び
さ
い
た
ま
市
民
児
協

と
連
携
し
、
民
生
委
員
が
見
守
り
支
援

活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
高

齢
者
世
帯
訪
問
活
動
時
に
、
交
通
事
故

防
止
や
悪
質
商
法
等
に
よ
る
被
害
の
防

止
を
呼
び
か
け
る
「
民
生
委
員
に
よ
る

交
通
事
故
防
止
・
防
犯
等
に
係
る
声
か

け
運
動
（
お
達
者
訪
問
大
作
戦
）
」
の

推
進
に
協
力
す
る
。

・
市
町
村
民
児
協
及
び
単
位
民
児
協
研

修
用
視
聴
覚
教
材
の
貸
し
出
し

・
県
社
協
が
埼
玉
県
か
ら
受
託
実
施
す

る
次
の
研
修
事
業
に
協
力
す
る
。

　
イ
　
民
児
協
会
長
・
副
会
長
研
修

　
ロ
　
民
生
委
員
課
題
別
研
修

　
ハ
　
民
生
委
員
、
主
任
児
童
委
員
新

任
研
修

　
ニ
　
主
任
児
童
委
員
研
修

・
民
生
委
員
実
費
弁
償
費
の
交
付

　
　
各
市
町
村
民
児
協
に
お
け
る
生
活

福
祉
資
金
の
貸
付
調
査
・
償
還
指
導
の

促
進
を
図
る
た
め
に
、
「
民
生
委
員
実

費
弁
償
費
」
を
交
付
す
る

イ

　リ
ー
ダ
ー
研
修
事
業

　
　
各
民
児
協
で
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を

果
た
す
民
生
委
員
に
次
の
研
修
に
派
遣

し
、
能
力
の
向
上
を
図
る
。

・
全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会
（
東
日
本
）

・
相
談
技
法
研
修
会

・
全
国
指
導
者
研
修
会
（
民
生
委
員
大
学
）

・
民
生
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

ウ

　啓
発
宣
伝
事
業

・
広
報
・
啓
発
活
動
の
実
施

　
　
民
生
委
員
制
度
や
活
動
内
容
に
つ

い
て
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
「
埼
玉
県

民
児
協
だ
よ
り
」
を
発
行
（
年
４
回
）

す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
全
体

の
情
報
の
整
理
を
し
、
住
民
に
向
け
た

民
生
委
員
活
動
の
Ｐ
Ｒ
の
充
実
を
図

る
。

エ

　埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大

会
開
催
事
業

　
　
平
成
27
年
度
　
第
41
回
「
埼
玉
県

民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
」
の
開
催

　
◇
9
月
17
日
（
木
）
さ
い
た
ま
市

　
　
「
埼
玉
会
館
・
大
ホ
ー
ル
」

　
　
県
内
各
地
域
か
ら
民
児
協
代
表
者

及
び
関
係
者
の
参
集
を
得
て
、
当
面
の

活
動
方
針
を
樹
立
す
る
と
と
も
に
、
よ

り
一
層
の
団
結
と
連
帯
及
び
士
気
の
高

揚
を
図
る
。

b
．
民
児
協
育
成
・
指
導
事
業

ア

　地
区
別
協
議
事
業

・
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
民
児
協
会
長
連

絡
会
議
の
開
催

　
　
4
ブ
ロ
ッ
ク
（
東
西
南
北
）
に
お

い
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
連
携
と
民
児

協
活
動
及
び
運
営
の
諸
課
題
等
に
つ
い

て
研
究
協
議
を
行
う
。

イ

　民
児
協
育
成
事
業

・
指
定
民
児
協
の
活
動
援
助

　
　
指
定
民
児
協
（
第
22
期
／
1
年

目
）
の
助
成
（
本
会
独
自
2
地
区
、
全

国
互
助
共
励
事
業
2
地
区
／
計
4
地

区
）
を
行
い
民
児
協
の
活
動
の
強
化
を

図
る
。

c
．
活
動
調
査
研
究
事
業

ア

　分
野
別
活
動
調
査
研
究
事
業

　
　
民
生
委
員
及
び
民
児
協
の
活
動
に

つ
い
て
、
各
委
員
会
を
年
2
回
程
度
開

催
す
る
。

　
　
「
総
務
委
員
会
」
「
福
祉
相
談
事

業
委
員
会
」
「
生
活
福
祉
対
策
委
員

会
」
「
高
齢
者
対
策
委
員
会
」
「
児
童

対
策
委
員
会
」
「
広
報
委
員
会
」
「
主

任
児
童
委
員
会
」
「
男
女
共
同
参
画
推

進
部
会
」

イ

　活
動
調
査
事
業

　
　
市
町
村
民
児
協
の
活
動
を
把
握
す

る
た
め
、
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

日
」
及
び
「
活
動
強
化
週
間
」
の
取
り

組
み
状
況
調
査
を
行
う
。

　
　
次
の
会
議
を
通
じ
、
県
外
の
情
報

を
調
査
す
る
。

・
都
道
府
県
・
指
定
都
市
民
児
協
事
務

局
会
議

・
第
84
回
全
国
民
生
委
員
大
会

・
全
国
社
会
福
祉
大
会

・
平
成
28
年
度
に
実
施
さ
れ
る
一
斉
改

選
に
向
け
て
増
員
要
望
等
を
行
う
た

め
、
「
民
生
委
員
定
数
等
増
員
要
望
概

数
調
査
」
を
行
う
。

ウ

　研
究
協
議
事
業

　
　
次
の
研
究
協
議
会
を
通
じ
、
新
た
な
課

題
・
共
通
課
題
等
を
研
究
協
議
す
る
。

・
民
生
児
童
委
員
、
保
護
司
連
絡
会

・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員

活
動
研
究
協
議
会

・
全
国
児
童
委
員
研
究
協
議
会

d
．
共
同
募
金
事
業
へ
の
協
力
事
業

・
民
生
委
員
及
び
市
町
村
民
児
協
へ
の

共
同
募
金
活
動
協
力
依
頼

・
共
同
募
金
事
業
に
つ
い
て
、
本
会
広
報

誌
に
掲
載
し
、
普
及
・
啓
発
を
図
る
。

・
共
同
募
金
事
業
に
係
る
チ
ラ
シ
を
各

種
会
議
で
配
布

2 

そ
の
他
事
業

a
．
互
助
共
励
事
業

ア

　互
助
事
業

・
全
国
民
生
委
員
互
助
事
業
（
死
亡
・

弔
慰
・
各
種
見
舞
・
退
任
慰
労
）
を
運

営
す
る
。

・
本
県
独
自
の
互
助
事
業
（
退
任
給

付
）
を
運
営
す
る
。

・
会
員
の
「
個
別
管
理
基
礎
調
査
票
」

の
整
備
を
行
う
。

イ

　共
励
事
業

　
　
民
生
委
員
が
そ
の
持
て
る
能
力
を

出
し
合
っ
て
、
能
力
の
向
上
を
図
り
、

士
気
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
次
の
事
業

を
実
施
す
る
。

・
主
任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
指
定
民
児
協
へ
の
助
成
及
び
活
動
援
助

・
理
事
、
監
事
及
び
評
議
員
並
び
に
男

女
共
同
参
画
推
進
部
会
員
に
よ
る
県
外

視
察
研
修

b
．
弔
慰
事
業

　
　
物
故
民
生
委
員
に
対
し
弔
慰
規
程

に
よ
る
弔
慰
を
行
う
。

c
．
退
職
役
員
等
交
流
事
業

　
　
退
職
役
員
等
と
の
交
流
を
通
じ
て

得
ら
れ
る
知
識
等
を
活
か
し
て
、
本
会

の
運
営
に
資
す
る
た
め
、
本
会
の
前
役

員
等
で
構
成
す
る
「
彩
の
国
す
こ
や
か

会
」
の
運
営
に
協
力
す
る
。

3 

法
人
の
運
営

a
．
会
務
の
運
営

　
　
次
の
諸
会
議
を
開
催
し
て
、
本
会

運
営
の
基
本
方
針
、
事
業
推
進
の
要
領

を
定
め
、
事
業
の
展
開
を
図
る
。

・
正
副
会
長
会
議
・
理
事
会
・
評
議
員

会
・
監
事
会

b
．
会
長
手
帳
そ
の
他
の
関
係
資
料
等

の
斡
旋
、
配
布

一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会

一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会

事
業
計
画

弔
慰
・
各
種
見
舞
・
退
任
慰
労
）
を
運

営
す
る
。

・
本
県
独
自
の
互
助
事
業
（
退
任
給
付
）

を
運
営
す
る
。

・
会
員
の
「
個
別
管
理
基
礎
調
査
票
」
の

整
備
を
行
う
。

イ

　共
励
事
業

　
　
民
生
委
員
が
そ
の
持
て
る
能
力
を
出

し
合
っ
て
、
能
力
の
向
上
を
図
り
、
士

気
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
次
の
事
業
を

実
施
。

・
市
町
村
民
児
協
主
任
児
童
委
員
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催

・
市
町
村
民
児
協
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催

・
指
定
民
児
協
へ
の
助
成
及
び
活
動
援
助

・
理
事
、
監
事
及
び
評
議
員
並
び
に
男

女
共
同
参
画
推
進
部
会
員
に
よ
る
県
外

視
察
研
修

ｂ
．
弔
慰
事
業

　
　
物
故
民
生
委
員
に
対
し
弔
慰
規
程

に
よ
る
弔
慰
を
行
う
。

ｃ
．
退
職
役
員
等
交
流
事
業

　
　
退
職
役
員
等
と
の
交
流
を
通
じ
て
得

ら
れ
る
知
識
等
を
活
か
し
て
、
本
会
の

運
営
に
資
す
る
た
め
、
本
会
の
前
役
員

等
で
構
成
す
る
「
彩
の
国
す
こ
や
か

会
」
の
運
営
に
協
力
す
る
。

３ 

法
人
の
運
営

ａ
．
会
務
の
運
営

　
　
次
の
諸
会
議
を
開
催
し
て
、
本
会

運
営
の
基
本
方
針
、
事
業
推
進
の
要
領

を
定
め
、
事
業
の
展
開
を
図
る
。

・
正
副
会
長
会
議
・
理
事
会
・
評
議
員

会
・
監
事
会

ｂ
．
会
長
手
帳
そ
の
他
の
関
係
資
料
等

の
斡
旋
、
配
布

　3
月
に
開
催
さ
れ
た
第
1
3
1

回
理
事
会
及
び
第
1
3
5
回
評
議

員
会
に
お
い
て
、平
成
27
年
度
の
埼

玉
県
民
児
協
の
事
業
計
画
と
収
支

予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度「
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
」
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平成27年度
埼玉県民児協予算科　目

事業活動収支の部
１．事業活動収入
①基本財産運用収入
②特定資産運用収入
③会費収入
④補助金等収入
⑤雑収入
事業活動収入計

27年度

15
4

77,321
40,351

91
117,782

26年度

17
4

77,055
40,567

90
117,733

差異

-2
0

266
-216

1
49

増減率

-12％
0％
0％
-1％
1％
0％

科　目
①事業費
②管理費
③予備費

27年度
83,048
17,520
100

26年度
82,867
17,589
100

差異
181
-69
0

増減率
0%
0%
0%

③会費収入
65.6%

④補助金等収入
34.3%

①基本財産運用収入 0.0%
②特定資産運用収入 0.0%

⑤雑収入 0.1%

（単位：千円）

①事業費
83.0%

②管理費
17.0%

③予備費 0.0%

（単位：千円）

収 入

支 出

管理費支出の
割合

0.6%雑支出
0.3%手数料
0.2%租税公課
1.3%連絡調整費

6.2%福利厚生費1.7%
臨時雇賃金

36.2%
給料手当

37.9%
全民児連会費

0.0%
諸謝金

1.4%負担金
0.2%賃借料

0.9%
印刷製本費

0.5%
消耗品費

0.6%
消耗什器備品費

0.3%
通信運搬費

 3.1%
旅費交通費

8.6%
会議費

事業費支出の
割合

0.4%雑支出
0.0%手数料

3.9%
福利厚生費

22.9%
給料手当

0.2%弔慰費

1.2%
退職給付金

4.8%

民生委員互助
事業給付金

30.3%

民生委員
実費弁償費

0.2%
県民児協民児協育成費 0.2%

共励民児協育成費

21.9%
会費

0.6%食料費
3.7%委託費
0.3%諸謝金
1.6%負担金
0.3%賃借料
2.9%印刷製本費

0.7%消耗品費
1.2%通信運搬費

2.7%旅費交通費

《
運
営
方
針
》

1
．
一
般
財
団
法
人
と
し
て
、
新
た
な

活
動
の
広
が
り
と
質
を
高
め
て
い
く
た

め
、
社
会
の
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
公

益
活
動
の
推
進
を
図
る
。

2
．
市
町
村
民
児
協
が
連
合
体
と
し
て

の
組
織
と
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ

う
、
体
制
の
整
備
と
会
員
相
互
の
連
携

強
化
を
す
す
め
る
と
と
も
に
財
政
の
確

立
を
図
る
。

3
．
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
住
民
の
身

近
な
相
談
・
支
援
者
と
し
て
の
、
区
域

担
当
民
生
委
員
の
活
動
の
充
実
及
び
単

位
民
児
協
な
ど
で
の
組
織
的
な
活
動
展

開
を
図
り
、
個
々
の
民
生
委
員
へ
の
支

援
と
日
々
の
活
動
に
資
す
る
た
め
の
研

修
の
強
化
推
進
を
図
る
。

4
．
埼
玉
県
及
び
埼
玉
県
社
会
福
祉
協

議
会
等
と
の
緊
密
な
提
携
の
も
と
に
、

会
務
の
運
営
と
事
業
の
推
進
を
図
る
。

《
重
点
目
標
》

1
．
民
生
委
員
活
動
の
充
実
発
展
と
強

化
推
進

2
．
民
生
委
員
が
地
域
で
よ
り
活
動
し

や
す
い
環
境
の
整
備

3
．
市
町
村
民
児
協
組
織
の
整
備
推
進

〈
特
に
自
主
運
営
体
制
、
専
門
部
会

（
委
員
会
）
活
動
の
促
進
〉

4
．
生
活
福
祉
資
金
借
受
世
帯
の
相
談

援
助
活
動
の
推
進

5
．
全
国
児
童
委
員
活
動
強
化
推
進
方

策
「
広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い

や
り
」
行
動
宣
言
の
推
進

6
．
民
生
委
員
に
よ
る
災
害
時
要
援
護
者

支
援
活
動
の
強
化
・
充
実

7
．
民
生
委
員
の
適
切
な
人
材
確
保
に
向
け

た
環
境
整
備

8
．
定
款
に
よ
る
執
行
体
制
、
定
款
及
び
内

部
規
程
に
沿
っ
た
業
務
遂
行
に
よ
り
内
部

充
実
の
整
備
と
強
化
の
推
進

《
事
業
概
況
》

1 

実
施
事
業

a
．
生
活
相
談
等
活
動
推
進
事
業

ア

　福
祉
相
談
推
進
事
業

　
　
個
々
の
民
生
委
員
の
知
識
・
技
術

の
向
上
を
図
る
た
め
に
実
施
。

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
説
明
会

（
県
社
協
と
共
催
）

　
　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
理
解

と
民
生
委
員
及
び
市
町
村
社
協
の
役
割

や
連
携
を
確
認
し
、
地
域
住
民
へ
の
支

援
活
動
の
充
実
強
化
を
目
的
と
し
て
開

催
す
る
。

・
孤
立
防
止
推
進
事
業

（
県
社
協
と
共
催
）

　
　
安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
を
目
指

し
、
民
生
委
員
等
の
役
割
や
連
携
を
確

認
し
、
地
域
の
見
守
り
活
動
等
に
生
か

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
福

祉
活
動
を
推
進
さ
せ
る
。

・
各
市
町
村
に
お
け
る
各
種
民
生
委
員

研
修
会
へ
の
講
師
派
遣

・
在
宅
福
祉
活
動
の
推
進

　
　
各
種
の
研
修
、
研
究
協
議
の
場
を

通
じ
、
要
援
護
者
及
び
そ
の
家
族
に
対

す
る
福
祉
活
動
を
推
進
さ
せ
る
。

・
民
生
委
員
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
・

防
犯
等
に
係
る
声
か
け
運
動
へ
の
協
力

　
　
埼
玉
県
及
び
さ
い
た
ま
市
民
児
協

と
連
携
し
、
民
生
委
員
が
見
守
り
支
援

活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
高

齢
者
世
帯
訪
問
活
動
時
に
、
交
通
事
故

防
止
や
悪
質
商
法
等
に
よ
る
被
害
の
防

止
を
呼
び
か
け
る
「
民
生
委
員
に
よ
る

交
通
事
故
防
止
・
防
犯
等
に
係
る
声
か

け
運
動
（
お
達
者
訪
問
大
作
戦
）
」
の

推
進
に
協
力
す
る
。

・
市
町
村
民
児
協
及
び
単
位
民
児
協
研

修
用
視
聴
覚
教
材
の
貸
し
出
し

・
県
社
協
が
埼
玉
県
か
ら
受
託
実
施
す

る
次
の
研
修
事
業
に
協
力
す
る
。

　
イ
　
民
児
協
会
長
・
副
会
長
研
修

　
ロ
　
民
生
委
員
課
題
別
研
修

　
ハ
　
民
生
委
員
、
主
任
児
童
委
員
新

任
研
修

　
ニ
　
主
任
児
童
委
員
研
修

・
民
生
委
員
実
費
弁
償
費
の
交
付

　
　
各
市
町
村
民
児
協
に
お
け
る
生
活

福
祉
資
金
の
貸
付
調
査
・
償
還
指
導
の

促
進
を
図
る
た
め
に
、
「
民
生
委
員
実

費
弁
償
費
」
を
交
付
す
る

イ

　リ
ー
ダ
ー
研
修
事
業

　
　
各
民
児
協
で
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を

果
た
す
民
生
委
員
に
次
の
研
修
に
派
遣

し
、
能
力
の
向
上
を
図
る
。

・
全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会
（
東
日
本
）

・
相
談
技
法
研
修
会

・
全
国
指
導
者
研
修
会
（
民
生
委
員
大
学
）

・
民
生
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

ウ

　啓
発
宣
伝
事
業

・
広
報
・
啓
発
活
動
の
実
施

　
　
民
生
委
員
制
度
や
活
動
内
容
に
つ

い
て
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
「
埼
玉
県

民
児
協
だ
よ
り
」
を
発
行
（
年
４
回
）

す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
全
体

の
情
報
の
整
理
を
し
、
住
民
に
向
け
た

民
生
委
員
活
動
の
Ｐ
Ｒ
の
充
実
を
図

る
。

エ

　埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大

会
開
催
事
業

　
　
平
成
27
年
度
　
第
41
回
「
埼
玉
県

民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
」
の
開
催

　
◇
9
月
17
日
（
木
）
さ
い
た
ま
市

　
　
「
埼
玉
会
館
・
大
ホ
ー
ル
」

　
　
県
内
各
地
域
か
ら
民
児
協
代
表
者

及
び
関
係
者
の
参
集
を
得
て
、
当
面
の

活
動
方
針
を
樹
立
す
る
と
と
も
に
、
よ

り
一
層
の
団
結
と
連
帯
及
び
士
気
の
高

揚
を
図
る
。

b
．
民
児
協
育
成
・
指
導
事
業

ア

　地
区
別
協
議
事
業

・
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
民
児
協
会
長
連

絡
会
議
の
開
催

　
　
4
ブ
ロ
ッ
ク
（
東
西
南
北
）
に
お

い
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
連
携
と
民
児

協
活
動
及
び
運
営
の
諸
課
題
等
に
つ
い

て
研
究
協
議
を
行
う
。

イ

　民
児
協
育
成
事
業

・
指
定
民
児
協
の
活
動
援
助

　
　
指
定
民
児
協
（
第
22
期
／
1
年

目
）
の
助
成
（
本
会
独
自
2
地
区
、
全

国
互
助
共
励
事
業
2
地
区
／
計
4
地

区
）
を
行
い
民
児
協
の
活
動
の
強
化
を

図
る
。

c
．
活
動
調
査
研
究
事
業

ア

　分
野
別
活
動
調
査
研
究
事
業

　
　
民
生
委
員
及
び
民
児
協
の
活
動
に

つ
い
て
、
各
委
員
会
を
年
2
回
程
度
開

催
す
る
。

　
　
「
総
務
委
員
会
」
「
福
祉
相
談
事

業
委
員
会
」
「
生
活
福
祉
対
策
委
員

会
」
「
高
齢
者
対
策
委
員
会
」
「
児
童

対
策
委
員
会
」
「
広
報
委
員
会
」
「
主

任
児
童
委
員
会
」
「
男
女
共
同
参
画
推

進
部
会
」

イ

　活
動
調
査
事
業

　
　
市
町
村
民
児
協
の
活
動
を
把
握
す

る
た
め
、
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

日
」
及
び
「
活
動
強
化
週
間
」
の
取
り

組
み
状
況
調
査
を
行
う
。

　
　
次
の
会
議
を
通
じ
、
県
外
の
情
報

を
調
査
す
る
。

・
都
道
府
県
・
指
定
都
市
民
児
協
事
務

局
会
議

・
第
84
回
全
国
民
生
委
員
大
会

・
全
国
社
会
福
祉
大
会

・
平
成
28
年
度
に
実
施
さ
れ
る
一
斉
改

選
に
向
け
て
増
員
要
望
等
を
行
う
た

め
、
「
民
生
委
員
定
数
等
増
員
要
望
概

数
調
査
」
を
行
う
。

ウ

　研
究
協
議
事
業

　
　
次
の
研
究
協
議
会
を
通
じ
、
新
た
な
課

題
・
共
通
課
題
等
を
研
究
協
議
す
る
。

・
民
生
児
童
委
員
、
保
護
司
連
絡
会

・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員

活
動
研
究
協
議
会

・
全
国
児
童
委
員
研
究
協
議
会

d
．
共
同
募
金
事
業
へ
の
協
力
事
業

・
民
生
委
員
及
び
市
町
村
民
児
協
へ
の

共
同
募
金
活
動
協
力
依
頼

・
共
同
募
金
事
業
に
つ
い
て
、
本
会
広
報

誌
に
掲
載
し
、
普
及
・
啓
発
を
図
る
。

・
共
同
募
金
事
業
に
係
る
チ
ラ
シ
を
各

種
会
議
で
配
布

2 
そ
の
他
事
業

a
．
互
助
共
励
事
業

ア

　互
助
事
業

・
全
国
民
生
委
員
互
助
事
業
（
死
亡
・

弔
慰
・
各
種
見
舞
・
退
任
慰
労
）
を
運

営
す
る
。

・
本
県
独
自
の
互
助
事
業
（
退
任
給

付
）
を
運
営
す
る
。

・
会
員
の
「
個
別
管
理
基
礎
調
査
票
」

の
整
備
を
行
う
。

イ

　共
励
事
業

　
　
民
生
委
員
が
そ
の
持
て
る
能
力
を

出
し
合
っ
て
、
能
力
の
向
上
を
図
り
、

士
気
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
次
の
事
業

を
実
施
す
る
。

・
主
任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
指
定
民
児
協
へ
の
助
成
及
び
活
動
援
助

・
理
事
、
監
事
及
び
評
議
員
並
び
に
男

女
共
同
参
画
推
進
部
会
員
に
よ
る
県
外

視
察
研
修

b
．
弔
慰
事
業

　
　
物
故
民
生
委
員
に
対
し
弔
慰
規
程

に
よ
る
弔
慰
を
行
う
。

c
．
退
職
役
員
等
交
流
事
業

　
　
退
職
役
員
等
と
の
交
流
を
通
じ
て

得
ら
れ
る
知
識
等
を
活
か
し
て
、
本
会

の
運
営
に
資
す
る
た
め
、
本
会
の
前
役

員
等
で
構
成
す
る
「
彩
の
国
す
こ
や
か

会
」
の
運
営
に
協
力
す
る
。

3 

法
人
の
運
営

a
．
会
務
の
運
営

　
　
次
の
諸
会
議
を
開
催
し
て
、
本
会

運
営
の
基
本
方
針
、
事
業
推
進
の
要
領

を
定
め
、
事
業
の
展
開
を
図
る
。

・
正
副
会
長
会
議
・
理
事
会
・
評
議
員

会
・
監
事
会

b
．
会
長
手
帳
そ
の
他
の
関
係
資
料
等

の
斡
旋
、
配
布

一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会

一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会

事
業
計
画

弔
慰
・
各
種
見
舞
・
退
任
慰
労
）
を
運

営
す
る
。

・
本
県
独
自
の
互
助
事
業
（
退
任
給
付
）

を
運
営
す
る
。

・
会
員
の
「
個
別
管
理
基
礎
調
査
票
」
の

整
備
を
行
う
。

イ

　共
励
事
業

　
　
民
生
委
員
が
そ
の
持
て
る
能
力
を
出

し
合
っ
て
、
能
力
の
向
上
を
図
り
、
士

気
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
次
の
事
業
を

実
施
。

・
市
町
村
民
児
協
主
任
児
童
委
員
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催

・
市
町
村
民
児
協
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催

・
指
定
民
児
協
へ
の
助
成
及
び
活
動
援
助

・
理
事
、
監
事
及
び
評
議
員
並
び
に
男

女
共
同
参
画
推
進
部
会
員
に
よ
る
県
外

視
察
研
修

ｂ
．
弔
慰
事
業

　
　
物
故
民
生
委
員
に
対
し
弔
慰
規
程

に
よ
る
弔
慰
を
行
う
。

ｃ
．
退
職
役
員
等
交
流
事
業

　
　
退
職
役
員
等
と
の
交
流
を
通
じ
て
得

ら
れ
る
知
識
等
を
活
か
し
て
、
本
会
の

運
営
に
資
す
る
た
め
、
本
会
の
前
役
員

等
で
構
成
す
る
「
彩
の
国
す
こ
や
か

会
」
の
運
営
に
協
力
す
る
。

３ 

法
人
の
運
営

ａ
．
会
務
の
運
営

　
　
次
の
諸
会
議
を
開
催
し
て
、
本
会

運
営
の
基
本
方
針
、
事
業
推
進
の
要
領

を
定
め
、
事
業
の
展
開
を
図
る
。

・
正
副
会
長
会
議
・
理
事
会
・
評
議
員

会
・
監
事
会

ｂ
．
会
長
手
帳
そ
の
他
の
関
係
資
料
等

の
斡
旋
、
配
布

　3
月
に
開
催
さ
れ
た
第
1
3
1

回
理
事
会
及
び
第
1
3
5
回
評
議

員
会
に
お
い
て
、平
成
27
年
度
の
埼

玉
県
民
児
協
の
事
業
計
画
と
収
支

予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度「
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
」
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活動紹介ルポ

わがまちの

　　民児協
活動紹介ルポ

わがまちの

　　民児協
 川島町民生委員・
 　　児童委員協議会

 会長　亀田 緑

概況（平成27年3月1日現在）
・人　口…………………21,189人
・世帯数…………………7,842世帯
・高齢化率………………27.89％
・単位民児協数…………1地区
・民生委員・児童委員定数…47人
・主任児童委員定数……4人

蓮田市民生委員・
　　児童委員協議会

 会長　大野 禮子

概況（平成27年3月1日現在）　
・人　口…………………62，738人
・世帯数…………………26，041世帯
・高齢化率………………28．29％
・単位民児協数…………5地区
・民生委員定数…………104人
・主任児童委員定数……10人

NEXT

　
川
島
町
は
、
埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
四
方
を
川
に
囲
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
川
島
」
の

名
が
つ
き
ま
し
た
。
水
と
緑
豊
か

な
自
然
を
残
す
、
や
す
ら
ぎ
の
グ

リ
ー
ン
タ
ウ
ン
で
す
。
平
坦
で
、

肥
沃
な
土
地
を
利
用
し
、
町
の
約

60
パ
ー
セ
ン
ト
が
田
畑
で
中
心
作

物
は
米
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
、

お
蔵
米
と
し
て
川
越
藩
に
献
上
さ

れ
た
由
緒
あ
る
米
で
、「
埼
玉
キ

ヌ
ヒ
カ
リ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な
ど

お
い
し
い
米
が
生
産
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
苺
や
、
町
の
新
し
い

特
産
品
と
し
て
美
容
と
健
康
に
よ

い
と
さ
れ
て
い
る
「
い
ち
じ
く
」

の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。

　
川
島
町
は
「
都
会
に
一
番
近
い

農
村
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

田
園
風
景
か
ら
眺
め
る
夕
日
に
染

ま
っ
た
秩
父
連
山
と
、
町
の
西
方

を
流
れ
る
越
辺
川
に
は
毎
年
冬
に

な
る
と
白
鳥
が
飛
来
し
、
人
々
の

心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　
か
わ
じ
ま
合
併
50
周
年
事
業
と

し
て
つ
く
ら
れ
た
、
平
成
の
森
公

園
内
の
「
バ
ラ
の
小
径
」
は
日
本

一
長
い
バ
ラ
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
っ

て
い
て
、
毎
年
5
月
に
は
、
バ
ラ

の
花
が
咲
き
誇
り
、
よ
い
バ
ラ
の

香
り
に
包
ま
れ
ト
ン
ネ
ル
内
の
散

策
が
楽
し
め
ま
す
。

　
川
島
町
民
児
協
は
、
51
名
で
運

営
し
、
高
齢
者
福
祉
部
会
、
心
身

障
が
い
者
福
祉
部
会
、
児
童
福
祉

部
会
の
3
部
会
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
17
年
度
に
「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
発
　
災
害
時
一
人
も
見

逃
さ
な
い
運
動
」
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
、
47
名
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
で
統
一
し
た
要

援
護
者
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
平
成
19
年
・
20
年
度
に
は
、
県

か
ら
第
18
期
指
定
民
児
協
地
区
と

指
定
さ
れ
、
要
援
護
者
マ
ッ
プ
の

見
直
し
を
行
い
、
町
の
防
災
カ
ー

ド
と
統
一
性
を
図
り
、
一
層
充
実

し
た
も
の
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
に
は
、
埼
玉
県
民

児
協
会
長
表
彰
「
優
良
民
児
協
」、

全
国
民
児
連
会
長
表
彰
「
優
良
民

児
協
」
を
い
た
だ
き
、
川
島
町
民

児
協
の
活
動
は
ま
す
ま
す
活
発
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
、
65
歳
以
上

の
単
身
高
齢
者
ま
た
は
、
高
齢
者

の
み
世
帯
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え

る
た
め
に
民
生
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
、「
川
島
町
安
心
カ
ー
ド

＆
救
急
カ
ー
ド
」
を
登
録
し
、
も

し
も
の
時
に
救
急
活
動
に
役
立
て

る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
25
年
度
に
は
、
東
松
山
警
察

署
と
「
高
齢
者
の
安
心
と
安
全
を

見
守
る
協
定
」
を
結
ん
で
高
齢
者

の
見
守
り
活
動
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

　
高
齢
者
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
消
防
署
の
職
員
や
消
防
団
と

共
に
、
単
身
高
齢
者
や
、
高
齢
者

の
み
家
庭
を
訪
問
し
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
や
、
火
災
防
止

の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
子
育
て
サ
ロ
ン
さ
く
ら
ん
ぼ
」

は
主
任
児
童
委
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
年
間
6
回
、
未
就
学
児
を
対

象
と
し
た
ふ
れ
あ
い
と
遊
び
の
広

場
で
す
。
親
同
士
の
交
友
の
場
と

し
て
も
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
見
守
り
や
声
か
け
・

一
人
暮
ら
し
の
孤
立
を
防
止
す
る

た
め
に
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
歌
や
民
謡
、
雑
学

な
ど
地
域
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な

り
ま
す
が
毎
回
、
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

～第25回～
　
5
月
の
強
化
月
間
を
皮
切
り
に
、

社
会
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。
調
査

表
に
基
づ
き
、
独
居
者
や
高
齢
者

世
帯
等
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
や

消
防
署
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
市

全
体
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。
蓮
田

市
は
特
に
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

こ
の
調
査
の
意
義
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、民
生
委
員
が
主
体
と
な
っ

た
り
、
自
治
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
り
と
、
形
態
は
様
々
で
す
が
、

市
内
32
ヶ
所
で
サ
ロ
ン
を
設
け
、

高
齢
者
の
憩
い
の
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
転
倒
防
止
等
の
予
防
策

を
検
討
し
た
り
、
季
節
ご
と
の
行

事
を
取
入
れ
る
等
し
て
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、

毎
回
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。
引
き
こ
も
り

の
方
々
を
お
誘
い
し
て
足
を
運
ん

で
も
ら
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
に
は
、
県
外
研
修
を
実
施

し
て
、
県
内
と
は
違
っ
た
様
々
な

体
験
を
し
た
り
、
委
員
同
士
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

年
度
末
に
は
、
そ
の
年
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
課
題
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
・

母
子
、
生
活
援
護
の
4
部
会
が
あ

り
、
委
員
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
に

所
属
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会

ご
と
に
座
学
研
修
を
重
ね
、
知
識

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

視
察
研
修
も
行
い
な
が
ら
、
様
々

な
課
題
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
毎

年
5
月
の
総
会
で
、
そ
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

　
毎
月
の
地
区
定
例
会
の
他
に
独

自
の
定
例
会
を
設
け
、
幼
児
、
児

童
に
関
す
る
研
修
や
、
様
々
な
催

し
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を

多
く
持
つ
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

学
校
と
の
連
絡
も
密
に
と
り
な
が

ら
、
地
域
の
民
生
委
員
、
行
政
等

の
関
係
機
関
と
共
に
、
よ
り
良
い

方
向
を
見
出
し
な
が
ら
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
4
月
　「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
に
参

加
し
、
元
荒
川
堤
で
桜
を
眺
め
な
が

ら
、
模
擬
店
を
開
き
ま
す
。
人
形
焼

き
や
プ
リ
ン
、
舞
茸
は
、
毎
年
大
好

評
で
、
す
ぐ
に
完
売
し
ま
す
。

　
8
月
　「
市
民
ま
つ
り
」
で
は
、

揃
い
の
半
纏
を
は
お
り
、
蓮
田
音
頭

の
流
し
踊
り
を
し
ま
す
。
真
夏
の
夕

方
、
汗
を
流
し
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
の

瞬
間
の
爽
快
さ
を
味
わ
い
ま
す
。

　
10
月
　「
や
さ
し
さ
い
き
い
き

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
全
委
員

か
ら
バ
ザ
ー
用
品
の
寄
附
を
募
り
、

バ
ザ
ー
出
店
を
し
ま
す
。
毎
年
楽
し

み
に
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
、
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
行
事
に
参
加
す
る
こ

と
で
共
通
の
話
題
が
で
き
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
民
児
協
の
P
R
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
者
慰

問
事
業
で
は
、
日
々
の
介
護
者
の

ご
苦
労
を
察
し
、
さ
さ
や
か
な
品

を
届
け
、
苦
労
話
を
聞
き
な
が
ら

労
い
ま
す
。

　
77
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者
を
対

象
と
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
慰
問
事
業

で
は
、
バ
ザ
ー
の
収
益
金
と
市
社

協
の
助
成
金
を
併
せ
て
、
ケ
ー
キ

と
お
弁
当
を
購
入
し
、
そ
れ
に
手

作
り
の
カ
ー
ド
を
添
え
て
、
お
一

人
ず
つ
手
配
り
を
し
ま
す
。
今
年

度
は
、
5
0
0
名
を
超
え
る
対
象

者
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
年
間
を
通
し
た
様
々
な
活
動
で

地
域
を
把
握
し
、
関
係
機
関
と
連

携
を
取
っ
て
情
報
を
共
有
し
、
見

守
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

常
に
自
ら
の
健
康
に
注
意
し
、
笑

顔
で
民
児
協
活
動
を
行
っ
て
参
り

た
い
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

川
島
町
民
児
協
の
活
動

毎
回

　大
盛
況

い
き
い
き
サ
ロ
ン

最
近
で
は
…

蓮
田
市
民
児
協
活
動

部
会
活
動

主
任
児
童
委
員
活
動

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

歳
末
支
援
事
業
活
動

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

次回は、伊奈町民児協と横瀬町民児協の活動を紹介いたします。

▲預かり保育の様子

▲「市民まつり」流し踊りの様子

▲慰問先にて

▲優雅に泳ぐ越辺川の白鳥

▲「いきいきサロン」の様子

▲「防火訪問」の様子

▲「子育てサロンさくらんぼ」の様子

蓮田市川島町
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活動紹介ルポ

わがまちの

　　民児協
活動紹介ルポ

わがまちの

　　民児協
 川島町民生委員・
 　　児童委員協議会

 会長　亀田 緑

概況（平成27年3月1日現在）
・人　口…………………21,189人
・世帯数…………………7,842世帯
・高齢化率………………27.89％
・単位民児協数…………1地区
・民生委員・児童委員定数…47人
・主任児童委員定数……4人

蓮田市民生委員・
　　児童委員協議会

 会長　大野 禮子

概況（平成27年3月1日現在）　
・人　口…………………62，738人
・世帯数…………………26，041世帯
・高齢化率………………28．29％
・単位民児協数…………5地区
・民生委員定数…………104人
・主任児童委員定数……10人

NEXT

　
川
島
町
は
、
埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
四
方
を
川
に
囲
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
川
島
」
の

名
が
つ
き
ま
し
た
。
水
と
緑
豊
か

な
自
然
を
残
す
、
や
す
ら
ぎ
の
グ

リ
ー
ン
タ
ウ
ン
で
す
。
平
坦
で
、

肥
沃
な
土
地
を
利
用
し
、
町
の
約

60
パ
ー
セ
ン
ト
が
田
畑
で
中
心
作

物
は
米
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
、

お
蔵
米
と
し
て
川
越
藩
に
献
上
さ

れ
た
由
緒
あ
る
米
で
、「
埼
玉
キ

ヌ
ヒ
カ
リ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な
ど

お
い
し
い
米
が
生
産
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
苺
や
、
町
の
新
し
い

特
産
品
と
し
て
美
容
と
健
康
に
よ

い
と
さ
れ
て
い
る
「
い
ち
じ
く
」

の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。

　
川
島
町
は
「
都
会
に
一
番
近
い

農
村
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

田
園
風
景
か
ら
眺
め
る
夕
日
に
染

ま
っ
た
秩
父
連
山
と
、
町
の
西
方

を
流
れ
る
越
辺
川
に
は
毎
年
冬
に

な
る
と
白
鳥
が
飛
来
し
、
人
々
の

心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　
か
わ
じ
ま
合
併
50
周
年
事
業
と

し
て
つ
く
ら
れ
た
、
平
成
の
森
公

園
内
の
「
バ
ラ
の
小
径
」
は
日
本

一
長
い
バ
ラ
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
っ

て
い
て
、
毎
年
5
月
に
は
、
バ
ラ

の
花
が
咲
き
誇
り
、
よ
い
バ
ラ
の

香
り
に
包
ま
れ
ト
ン
ネ
ル
内
の
散

策
が
楽
し
め
ま
す
。

　
川
島
町
民
児
協
は
、
51
名
で
運

営
し
、
高
齢
者
福
祉
部
会
、
心
身

障
が
い
者
福
祉
部
会
、
児
童
福
祉

部
会
の
3
部
会
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
17
年
度
に
「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
発
　
災
害
時
一
人
も
見

逃
さ
な
い
運
動
」
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
、
47
名
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
で
統
一
し
た
要

援
護
者
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
平
成
19
年
・
20
年
度
に
は
、
県

か
ら
第
18
期
指
定
民
児
協
地
区
と

指
定
さ
れ
、
要
援
護
者
マ
ッ
プ
の

見
直
し
を
行
い
、
町
の
防
災
カ
ー

ド
と
統
一
性
を
図
り
、
一
層
充
実

し
た
も
の
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
に
は
、
埼
玉
県
民

児
協
会
長
表
彰
「
優
良
民
児
協
」、

全
国
民
児
連
会
長
表
彰
「
優
良
民

児
協
」
を
い
た
だ
き
、
川
島
町
民

児
協
の
活
動
は
ま
す
ま
す
活
発
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
、
65
歳
以
上

の
単
身
高
齢
者
ま
た
は
、
高
齢
者

の
み
世
帯
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え

る
た
め
に
民
生
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
、「
川
島
町
安
心
カ
ー
ド

＆
救
急
カ
ー
ド
」
を
登
録
し
、
も

し
も
の
時
に
救
急
活
動
に
役
立
て

る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
25
年
度
に
は
、
東
松
山
警
察

署
と
「
高
齢
者
の
安
心
と
安
全
を

見
守
る
協
定
」
を
結
ん
で
高
齢
者

の
見
守
り
活
動
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

　
高
齢
者
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
消
防
署
の
職
員
や
消
防
団
と

共
に
、
単
身
高
齢
者
や
、
高
齢
者

の
み
家
庭
を
訪
問
し
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
や
、
火
災
防
止

の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
子
育
て
サ
ロ
ン
さ
く
ら
ん
ぼ
」

は
主
任
児
童
委
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
年
間
6
回
、
未
就
学
児
を
対

象
と
し
た
ふ
れ
あ
い
と
遊
び
の
広

場
で
す
。
親
同
士
の
交
友
の
場
と

し
て
も
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
見
守
り
や
声
か
け
・

一
人
暮
ら
し
の
孤
立
を
防
止
す
る

た
め
に
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
歌
や
民
謡
、
雑
学

な
ど
地
域
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な

り
ま
す
が
毎
回
、
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

～第25回～
　
5
月
の
強
化
月
間
を
皮
切
り
に
、

社
会
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。
調
査

表
に
基
づ
き
、
独
居
者
や
高
齢
者

世
帯
等
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
や

消
防
署
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
市

全
体
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。
蓮
田

市
は
特
に
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

こ
の
調
査
の
意
義
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、民
生
委
員
が
主
体
と
な
っ

た
り
、
自
治
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
り
と
、
形
態
は
様
々
で
す
が
、

市
内
32
ヶ
所
で
サ
ロ
ン
を
設
け
、

高
齢
者
の
憩
い
の
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
転
倒
防
止
等
の
予
防
策

を
検
討
し
た
り
、
季
節
ご
と
の
行

事
を
取
入
れ
る
等
し
て
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、

毎
回
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。
引
き
こ
も
り

の
方
々
を
お
誘
い
し
て
足
を
運
ん

で
も
ら
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
に
は
、
県
外
研
修
を
実
施

し
て
、
県
内
と
は
違
っ
た
様
々
な

体
験
を
し
た
り
、
委
員
同
士
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

年
度
末
に
は
、
そ
の
年
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
課
題
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
・

母
子
、
生
活
援
護
の
4
部
会
が
あ

り
、
委
員
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
に

所
属
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会

ご
と
に
座
学
研
修
を
重
ね
、
知
識

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

視
察
研
修
も
行
い
な
が
ら
、
様
々

な
課
題
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
毎

年
5
月
の
総
会
で
、
そ
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

　
毎
月
の
地
区
定
例
会
の
他
に
独

自
の
定
例
会
を
設
け
、
幼
児
、
児

童
に
関
す
る
研
修
や
、
様
々
な
催

し
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を

多
く
持
つ
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

学
校
と
の
連
絡
も
密
に
と
り
な
が

ら
、
地
域
の
民
生
委
員
、
行
政
等

の
関
係
機
関
と
共
に
、
よ
り
良
い

方
向
を
見
出
し
な
が
ら
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
4
月
　「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
に
参

加
し
、
元
荒
川
堤
で
桜
を
眺
め
な
が

ら
、
模
擬
店
を
開
き
ま
す
。
人
形
焼

き
や
プ
リ
ン
、
舞
茸
は
、
毎
年
大
好

評
で
、
す
ぐ
に
完
売
し
ま
す
。

　
8
月
　「
市
民
ま
つ
り
」
で
は
、

揃
い
の
半
纏
を
は
お
り
、
蓮
田
音
頭

の
流
し
踊
り
を
し
ま
す
。
真
夏
の
夕

方
、
汗
を
流
し
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
の

瞬
間
の
爽
快
さ
を
味
わ
い
ま
す
。

　
10
月
　「
や
さ
し
さ
い
き
い
き

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
全
委
員

か
ら
バ
ザ
ー
用
品
の
寄
附
を
募
り
、

バ
ザ
ー
出
店
を
し
ま
す
。
毎
年
楽
し

み
に
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
、
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
行
事
に
参
加
す
る
こ

と
で
共
通
の
話
題
が
で
き
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
民
児
協
の
P
R
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
者
慰

問
事
業
で
は
、
日
々
の
介
護
者
の

ご
苦
労
を
察
し
、
さ
さ
や
か
な
品

を
届
け
、
苦
労
話
を
聞
き
な
が
ら

労
い
ま
す
。

　
77
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者
を
対

象
と
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
慰
問
事
業

で
は
、
バ
ザ
ー
の
収
益
金
と
市
社

協
の
助
成
金
を
併
せ
て
、
ケ
ー
キ

と
お
弁
当
を
購
入
し
、
そ
れ
に
手

作
り
の
カ
ー
ド
を
添
え
て
、
お
一

人
ず
つ
手
配
り
を
し
ま
す
。
今
年

度
は
、
5
0
0
名
を
超
え
る
対
象

者
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
年
間
を
通
し
た
様
々
な
活
動
で

地
域
を
把
握
し
、
関
係
機
関
と
連

携
を
取
っ
て
情
報
を
共
有
し
、
見

守
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

常
に
自
ら
の
健
康
に
注
意
し
、
笑

顔
で
民
児
協
活
動
を
行
っ
て
参
り

た
い
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

川
島
町
民
児
協
の
活
動

毎
回

　大
盛
況

い
き
い
き
サ
ロ
ン

最
近
で
は
…

蓮
田
市
民
児
協
活
動

部
会
活
動

主
任
児
童
委
員
活
動

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

歳
末
支
援
事
業
活
動

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

次回は、伊奈町民児協と横瀬町民児協の活動を紹介いたします。

▲預かり保育の様子

▲「市民まつり」流し踊りの様子

▲慰問先にて

▲優雅に泳ぐ越辺川の白鳥

▲「いきいきサロン」の様子

▲「防火訪問」の様子
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玉
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平
成
27
年
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1
日
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330-
0075

No.
144

表紙絵のお問合せ〔アトリエ ナオキ　Tel 048（686）3509〕

「民生委員・児童委員の声」
羽生市南部地区
民生委員・児童委員協議会

江原 洋子

県民児協の予定平成27年
　民生委員が日頃の活動の中で思ったこと、知って欲しいことなどを広く一般県民の
方々に知ってもらうためのものです。
　会員の皆さん奮ってご投稿くださいますようお願いいたします。

〒330-0075
さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人埼玉県
民生委員・児童委員協議会
広報係宛

１ 民生委員・児童委員活動に関することであれば 内容は自由です。
２ 原稿は、８００字以内とする。
３ 応募は１人１任期中１回限りとする。
４ 掲載は毎号１人とし、投稿者氏名及び市町村   
　名を掲載する。
５ 発行月の２ヶ月前までにご応募いただいた原稿   
の中から、広報委員会で選考のうえ掲載する。
 なお、加筆・修正等をする場合があるので、住所・
 電話番号を必ず明記のうえご投稿ください。
６ 投稿された原稿は返却しません。

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提出先提出先

（吉川市　石倉 尚美）

編集後記
　今年の冬は特別寒くて訪問活動も儘ならなかったのではと思いま

す。これからは一雨ごとに木の芽や草の芽がのび、一年で最も美しい季

節になり嬉しい限りです。五月には民生委員のPR活動がはじまり、毎号

紙面を通じて各々の地域の様子が報告されていますので参考にしなが

らPRカードを活用し、一人でも多くの方に民生委員の事をお知らせし

理解していただけますよう一日一日を大切にしていきたいと思います。

※【民生委員・児童委員の声】募集要領
14日

14日

17日

22日

24日

正副会長会議

主任児童委員会

監事会

総務委員会

男女共同参画推進部会　常任委員会

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ
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11日

12日

12～18日

14日

18日

22日

26日

27日

29日

第132回理事会

民生委員・児童委員の日

民生委員・児童委員活動強化週間

福祉相談事業委員会

高齢者対策委員会

児童対策委員会

第136回定時評議員会

広報委員会

生活福祉対策委員会

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ
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2日

5日

11日

15日

25～26日

彩の国すこやか会（OB会）幹事会

男女共同参画推進部会

県大会準備委員会（第1回）

第22期指定民児協活動連絡会

関東ブロック民生委員児童委員活動研究協議会

さいたま市内

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

長野県軽井沢町
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　新任民生委員に委嘱され1年4ヵ月。何もかも初めてのことで驚愕することの連続でしたが、各種研修会に参加さ
せて頂くことによって、牛歩の如く、今、自分が担当として果たすべき役割を自覚しつつあります。
　まず、手始めは、自分の住む地域の現状を把握することだと思いました。我が地区の会長さんは僧侶をしていて、
いつも穏やかに優しくアドバイスをして下さり、その声かけを受け、片意地張らず、欲張らず一歩一歩を大切にして、
動き始めました。それは、広い地域を担当する立場から、地図を片手に、特に乳幼児・高齢者・障害のある人の住居
を調べ、自分の足で知ることからのスタートでした。
　地域内を風を切り自転車で廻ってみると、今までは知り得なかったことを改めて知ることができ、毎日が驚きの連
続でした。
　思わず目を覆いたくなるような現実にも遭遇することもありました。非常に老朽化した家屋での独り暮らしで、誰に
も頑なに援助を求めようとしない高齢者、世間体を気にし、認知症や寝たきりの高齢者を外出させない家族、語りか
けても何の反応も示してくれない高齢者等々。多くの課題を一気に投げかけられたような気持になり、改めて、一人
ひとりに向き合う大切さを身にしみて痛感しました。
　暗中模索の中で地域福祉活動の難しさと厳しさを感じる日々でしたが、毎月行われる定例会での情報交換で、根
気強く心の通い合いを図ることの大切さを学びました。
　ネットワークを広げ、自分一人で抱え込まない、悩まず相談すること、笑顔を忘れず相手の立場や心に寄り添うこと
を改めて学んでいる日々です。心に残る三行詩に、ちょっとのがまんは？「幸せの素」みんなの笑顔は？「元気の素」
あいさつは？「仲良しの素」2年前に目にしたこの詩を肝に銘じて、日々焦らず精進していきたいと思います。

協働の重要性をより強く感じる

まま

幸せを呼ぶ直紀の世界 画：飯野　直紀
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行田市にある「さきたま古墳公園」の桜です。日本で一番大きな円墳と言われている九墓山古墳の山頂に咲く桜は、
青空を背景にしてとても美しいです。春風がすがすがしく感じられることでしょう。

平成26年度「男女共同参画推進セミナー」開催
5月12日は「民生委員・児童委員の日」です！
全国研修会参加報告（相談技法研修会・全国主任児童委員研修会／東日本）
平成26年度「主任児童委員セミナー」開催
「彩の国あんしんセーフティネット事業」が始まりました
平成27年度「事業計画及び収支予算」
わがまちの民児協活動紹介ルポ（蓮田市・川島町）
民生委員・児童委員の声（羽生市）、3ヵ月の予定

「さきたま古墳公園」（行田市）
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